
１
　
研
究
の
経
緯

【
福
田
秀
一
先
生
】

二
〇
〇
二
年
の
大
晦
日
、
ま
も
な
く
国
際
基
督
教
大
学
を
定
年
さ
れ
る
予
定
の
福
田
秀
一
先

生
か
ら
、「
本
の
整
理
を
し
て
い
る
。
あ
な
た
の
研
究
に
活
用
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
徒
然

草
研
究
者
で
あ
る
島
内
裕
子
に
、
中
世
文
学
関
係
の
珍
し
い
研
究
書
が
箱
入
り
で
何
冊
も
送
ら

れ
て
き
た
。
夫
婦
二
人
で
荷
ほ
ど
き
し
て
い
る
と
、
そ
の
中
に
、「
緑
亭
生
」
と
い
う
聞
き
慣

れ
な
い
著
者
の
『
兼
好
法
師
』
が
交
じ
っ
て
い
た
。
初
め
て
目
に
す
る
本
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
の
民
友
社
の
刊
行
。
手
に
し
た
瞬
間
に
「
緑
亭
生
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
島
崎
藤

村
の
こ
と
か
な
」
と
思
っ
た
が
、
思
い
直
せ
ば
藤
村
は
「
緑
陰
生
」
で
あ
る
し
、
文
体
が
ま
る

で
違
う
か
ら
、
問
題
外
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
ま
ず
、『
兼
好
法
師
』
の
中
身
を
、
読
ん
で
み
た
。

【
兼
好
伝
説
を
取
り
込
ん
だ
明
治
期
の
最
初
の
評
論
書
】

明
治
三
十
年
四
月
刊
行
の
『
兼
好
法
師
』
は
、
兼
好
法
師
に
関
す
る
最
も
早
い
明
治
期
の
単

行
本
の
一
つ
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
に
関
す
る
注
釈
書
は
膨
大
だ
が
、
作
者
に
関
心
を
持
っ
た

人
物
論
な
い
し
評
伝
は
、
明
治
期
に
は
少
な
い
。
し
か
も
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い

各
種
の
「
兼
好
伝
説
」
を
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
た
興
味
あ
る
一
冊
だ
っ
た
。

こ
こ
で
い
う
「
兼
好
伝
説
」
と
は
、『
徒
然
草
』
の
著
者
と
し
て
名
高
い
兼
好
が
、
伊
賀
の

国
の
国
見
山
の
麓
の
種
生
村
で
没
し
た
と
い
う
伝
説
を
核
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
各
種
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
末
期
に
、
隆
盛
を
見
た
。
ま
た
、
伊
賀
上
野
の
出
身
だ
っ
た
松

尾
芭
蕉
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
を
最
初
に
「
近
世
兼
好
伝
」
と
命
名
し
て
、

文
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
が
、
島
内
裕
子
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
世
兼
好
伝
は
、
明
治
以
降
、
次
第
に
根
拠
の
な
い
憶
説
と
見
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
客
観
的
な
文
芸
評
論
や
史
論
か
ら
は
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
緑
亭
生
は
、
こ
の
兼
好
伝
説
の
中
に
、
虚
構
の
衣
装
を
纏
っ
た
何
か
し
ら
の
真
実
が
あ
る
、

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
論
述
の
中
心
に
据
え
て
、
兼
好
の
評
伝
を
織
り
上
げ
て
ゆ

く
。『

兼
好
法
師
』
は
、
国
文
学
に
関
す
る
相
当
の
知
識
と
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
の
豊
か
な
セ

ン
ス
に
恵
ま
れ
た
、
か
な
り
の
水
準
の
著
書
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
物
の
本
名
が
不
明
と
い

う
の
は
、
彼
（
文
体
か
ら
推
し
て
著
者
は
女
性
で
は
あ
り
え
な
い
）
の
名
誉
の
た
め
に
も
惜
し

ま
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

【
川
柳
界
の
緑
亭
に
は
、
あ
ら
ず
】

と
り
あ
え
ず
、
手
許
の
資
料
で
、「
緑
亭
生
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
。
す
る

と
、
「
緑
亭
」
と
は
『
誹
風
柳
多
留
』
を
編
纂
し
た
柄
井
川
柳
を
筆
頭
と
す
る
宗
匠
た
ち
の

代
々
の
名
前
で
、
明
治
時
代
に
も
何
代
目
か
の
「
緑
亭
」
が
い
た
こ
と
は
わ
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
明
治
期
の
川
柳
の
宗
匠
に
、
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
古
典
文
学
評
論
が
書
け
る

は
ず
は
な
く
、
こ
の
方
向
で
の
探
索
は
中
止
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、『
兼
好
法
師
』
は
、
漢
文
調

の
美
文
体
で
、
戯
作
調
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
著
者
は
、
本
格
的
な
文
学
者
と
し
て
遇
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
民
友
社
関
連
の
研
究
書
に
も
見
え
ず
】

『
兼
好
法
師
』
は
、
民
友
社
か
ら
の
刊
行
で
あ
る
。
民
友
社
に
関
し
て
は
、
政
治
・
文
学
・

思
想
な
ど
の
各
方
面
か
ら
の
研
究
史
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
諸
書
に
記
載
の
あ
る
民
友
社

関
係
者
の
「
筆
名
一
覧
表
」
を
調
べ
て
み
た
が
、「
緑
亭
生
」
の
本
名
を
突
き
止
め
た
研
究
書

も
、「
緑
亭
生
」
と
い
う
人
物
の
果
た
し
た
役
割
に
言
及
し
た
研
究
者
も
皆
無
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、「
緑
亭
生
」
は
、
民
友
社
の
研
究
者
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
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【
緑
亭
主
人
も
、
緑
亭
生
と
同
一
人
物
か
】

先
行
研
究
が
な
い
の
で
、
全
く
の
白
紙
か
ら
「
緑
亭
生
」
の
本
名
の
探
索
が
、
始
ま
っ
た
。

島
内
景
二
は
、
最
初
は
島
内
裕
子
の
研
究
の
軽
い
手
伝
い
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

緑
亭
生
と
い
う
名
前
を
ど
こ
か
で
目
に
し
た
微
か
な
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
、
明
治
時
代
の
古
典

文
学
受
容
史
を
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、「
緑
亭
生
」
と
よ
く
似
た
名
前
の
「
緑
亭
主
人
」
と

い
う
人
物
が
、『
紫
式
部
』
と
い
う
単
行
本
を
明
治
二
十
九
年
十
一
月
に
刊
行
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
刊
行
時
期
が
接
近
し
て
い
る
し
、
ど
ち
ら
も
民
友
社
の
発
行
な
の
で
、「
緑
亭
生
」

と
「
緑
亭
主
人
」
は
同
じ
人
物
か
も
し
れ
な
い
と
予
想
し
た
。『
源
氏
物
語
』
は
、
わ
た
し
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

文
春
新
書
『
文
豪
の
古
典
力
』
以
来
、
明
治
の
文
学
者
た
ち
が
『
源
氏
物
語
』
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
を
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
島
内
景
二
は
、
こ
こ
か
ら
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
「
緑
亭
主
人
」
の
本
名
の
探
索
に
本
気
で
乗
り
出
し
た
。

【
緑
亭
主
人
の
『
紫
式
部
』
に
感
銘
を
受
け
る
】

ま
ず
、
『
紫
式
部
』
の
実
物
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
治
大
学
の
図
書
館
で
『
紫
式
部
』

を
閲
覧
し
て
、
通
読
し
た
。「
愛
の
挫
折
」
あ
る
い
は
「
愛
の
不
如
意
」
の
物
語
と
し
て
源
氏

物
語
全
体
を
捉
え
る
斬
新
で
み
ず
み
ず
し
い
図
式
に
、
は
な
は
だ
感
動
し
た
。

ま
た
、
王
朝
物
語
の
本
質
を
、
そ
れ
に
先
立
つ
古
代
社
会
の
精
神
世
界
か
ら
説
き
起
こ
す

「
文
学
史
的
視
野
」
の
大
胆
な
視
点
と
、
紫
式
部
の
人
間
性
の
奥
底
を
の
ぞ
き
込
む
細
心
な
視

点
と
の
調
和
に
驚
く
。

こ
れ
は
、
文
学
論
や
人
間
論
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
論
で
あ
り
、
精
神
史
論
で
あ
り
、

す
ぐ
れ
た
文
明
批
評
で
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
素
晴
ら
し
い
本
を
書
い
た
人

物
が
、
現
代
社
会
で
忘
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
た
。
か
つ
、
そ
の
著
者
の
本
名

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
は
、
自
分
を
含
め
た
研
究
者
の
怠
慢
だ
と
深
く
反
省
し
た
。

ま
た
、
発
想
と
文
体
が
『
兼
好
法
師
』
と
『
紫
式
部
』
と
で
ま
っ
た
く
同
じ
だ
っ
た
の
で
、

「
緑
亭
生
＝
緑
亭
主
人
」
と
い
う
可
能
性
は
、
い
よ
い
よ
高
ま
っ
た
。

【『
清
少
納
言
』
と
『
雲
井
龍
雄
』
を
読
む
】

大
学
図
書
館
の
蔵
書
情
報
を
網
羅
し
た
ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
「
緑
亭
主
人
」

の
著
書
が
更
に
あ
と
二
冊
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
所
蔵
先
も
判
明
し
た
の
で
、
東
京
大
学
総

合
図
書
館
か
ら
「
緑
亭
主
人
」
著
の
『
清
少
納
言
』
を
借
り
出
し
、
同
じ
く
東
京
大
学
の
社
会

情
報
研
究
所
で
「
緑
亭
主
人
」
著
の
『
雲
井
龍
雄
』
を
閲
覧
し
た
。

な
お
、
東
京
大
学
で
か
つ
て
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
関
係
で
、「
元
教
官
」
と
し
て
総
合
図

書
館
の
書
庫
に
自
由
に
入
れ
た
り
、
貸
し
出
し
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
今
回
の
研
究
に
大
変

に
役
立
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
「
緑
亭
生
」
な
い
し
「
緑
亭
主
人
」
の
著
作
だ
と
判
明
し
て
い
る
『
兼
好

法
師
』『
紫
式
部
』
と
並
べ
て
み
る
と
、『
清
少
納
言
』
と
い
う
テ
ー
マ
は
納
得
で
き
た
が
、
幕

末
の
『
雲
井
龍
雄
』
は
何
と
も
意
外
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
四
冊
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
す
べ
て
同
一
の
文
体
で
、
同
一
の
方
法
論

と
文
明
史
観
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
一
人
の
著
者
が
、
こ
れ
ら
の
四
冊
を
書
い
た
事
実
は
、

動
か
し
得
な
い
と
判
断
し
た
。『
清
少
納
言
』
は
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
、『
雲
井
龍
雄
』
は

明
治
三
十
年
四
月
の
刊
行
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
民
友
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
物
評
伝
の
巻
末
に
、
参
考
資
料
と
し
て
「
梗
概
」
を
付
け
た
り
「
家
集
」「
日
記
」

「
作
品
集
」
を
付
け
た
り
す
る
と
い
う
体
裁
も
、
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。
同
一
の
単
行
本
作

り
の
ス
タ
イ
ル
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
一
人
物
が
明
治
二
十
九
年
の
十
一
月
か
ら
翌
三
十
年
の
四

月
ま
で
の
わ
ず
か
半
年
間
に
、
単
行
本
を
四
冊
、
民
友
社
か
ら
立
て
続
け
に
世
に
問
う
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
何
と
も
大
変
な
筆
力
で
あ
る
。

し
か
も
、『
清
少
納
言
』
は
、『
紫
式
部
』
と
匹
敵
す
る
力
作
で
あ
っ
た
。
古
代
社
会
か
ら
王

朝
に
か
け
て
の
歴
史
の
一
大
変
革
期
に
、
清
少
納
言
が
「
古
代
精
神
の
復
活
」
を
企
図
し
た
と

い
う
認
識
の
提
示
に
は
、
脱
帽
し
た
。
現
代
（
近
代
）
の
立
場
か
ら
、
古
代
を
見
通
す
眼
力
に
、

す
ご
い
も
の
を
感
じ
た
。

そ
の
点
、『
雲
井
龍
雄
』
は
、
い
さ
さ
か
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
。
時
間
に
追
わ
れ
て
、
著
者

本
人
も
未
消
化
の
「
や
っ
つ
け
仕
事
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
緑
亭

主
人
の
「
文
体
の
本
質
」
と
「
文
明
観
の
本
質
」
が
露
呈
し
て
お
り
、
著
者
の
手
が
か
り
を
つ

か
み
た
い
研
究
者
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
本
で
あ
っ
た
。

【「
緑
亭
生
」
と
「
緑
亭
主
人
」
か
ら
の
調
査
、
行
き
詰
ま
る
】

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
才
能
あ
る
人
物
の
本
名
を
知
る
手
が
か
り
は
、
ま
だ
得
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
、「
緑
亭
生
」
と
「
緑
亭
主
人
」
か
ら
の
探
索
を
一
旦
中
止
し
て
、
こ
れ
ら
の
本
を
上

梓
し
た
「
民
友
社
」
か
ら
の
探
索
を
開
始
す
る
こ
と
に
方
向
転
換
し
た
。

ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ッ
ト
や
国
会
図
書
館
の
検
索
な
ど
で
、
明
治
三
十
年
前
後
の
「
民
友
社
」
の
刊

行
物
を
一
覧
表
に
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
本
名
が
既
に
わ
か
っ
て
い
る
人
物
の
単
行
本
と
、

「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」
の
著
作
群
と
の
「
文
体
の
一
致
」
と
「
思
想
の
一
致
」
を
、
手
当
た
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り
次
第
に
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
一
見
す
る
と
迂
遠
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
が
、
こ
れ
が
意
外

と
「
緑
亭
生
」「
緑
亭
主
人
」
の
本
名
の
探
索
の
近
道
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

【「
角
田
柳
作
」
と
い
う
人
名
の
発
見
】

す
る
と
、
緑
亭
生
・
緑
亭
主
人
名
義
で
の
最
後
の
単
行
本
『
兼
好
法
師
』
が
出
た
明
治
三
十

年
四
月
の
翌
月
に
、
や
は
り
民
友
社
か
ら
、「
角
田

つ

の

だ

柳
作

り
ゅ
う
さ
く

」
と
い
う
人
物
が
『
井
原
西
鶴
』
と

い
う
本
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
早
速
、『
井
原
西
鶴
』
を
東
京
大
学
の
社
会
情

報
研
究
所
で
閲
覧
し
て
、
読
み
比
べ
て
み
た
。

す
る
と
、
文
体
・
思
想
の
両
面
の
ど
ち
ら
も
重
な
り
合
う
点
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま

た
、
内
容
的
に
一
部
重
な
ら
な
い
点
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
筆
名
（
戯
名
）
に
よ
る
著
述
」

と
「
本
名
で
の
発
表
」
に
よ
る
相
違
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
本
名
の
場
合
に
は
、
ど
う
し
て

も
固
く
、
重
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
一
方
で
、
筆
名
の
際
に
は
、
筆
が
奔
放
に
飛
翔
し
や
す
い
。

け
れ
ど
も
、
古
代
社
会
の
原
点
か
ら
日
本
人
の
精
神
史
を
説
き
お
ろ
す
「
緑
亭
主
人
」
の
方

法
論
は
、『
井
原
西
鶴
』
で
も
健
在
で
あ
っ
た
。
井
原
西
鶴
と
い
う
江
戸
時
代
の
文
学
者
の
評

伝
を
書
き
記
す
た
め
に
、
あ
え
て
古
代
人
の
精
神
史
か
ら
説
き
始
め
る
と
い
う
の
は
、
き
わ
め

て
尋
常
で
は
な
い
方
法
論
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
紫
式
部
』
や
『
清
少
納
言
』
な
ど
の

著
作
を
「
角
田
柳
作
・
前
史
」
と
し
て
位
置
づ
け
れ
ば
、『
井
原
西
鶴
』
の
不
思
議
な
方
法
論

は
ご
く
自
然
に
納
得
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
角
田
柳
作
の
『
井
原
西
鶴
』
は
、『
紫
式
部
』
や
『
清
少
納
言
』
の
方
法
論

と
一
致
し
て
い
た
。
彼
が
日
本
人
の
精
神
史
を
社
会
変
革
の
中
で
大
胆
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い

る
「
熱
き
志
」
に
改
め
て
心
を
打
た
れ
た
。
し
か
も
、
人
間
は
自
分
の
生
き
る
時
代
に
制
約
さ

れ
つ
つ
も
、
そ
の
時
代
に
埋
没
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
主
張
に
は
、
深
く
同
意
す
る
も
の
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
文
体
の
特
質
も
、
こ
れ
ま
で
熟
読
し
て
き
た
緑
亭
主
人
・
緑
亭
生
名
義
の
著
作
と
、

完
全
に
一
致
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
明
治
時
代
の
「
美
文
調
」
だ
か
ら
、
誰
が
書
い
て
も
近
似
す

る
文
体
に
は
な
る
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
文
体
と
発
想
の
一
致
す
る
箇
所
は
、
ま
さ
に

「
不
可
勝
数
」
で
あ
っ
た
。
別
人
が
こ
の
よ
う
に
酷
似
す
る
語
彙
を
駆
使
す
る
こ
と
は
、
不
可

能
で
あ
ろ
う
。

調
べ
て
み
た
ら
、『
井
原
西
鶴
』
の
著
者
で
あ
る
角
田
柳
作
は
、
刊
行
当
時
ま
だ
満
二
十
歳
。

数
え
年
で
も
、
二
十
一
歳
の
若
者
だ
っ
た
。

も
し
も
「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
と
す
れ
ば
、
彼
は
満
十
九
歳
か
ら
二
十
歳
に

か
け
て
、『
紫
式
部
』『
清
少
納
言
』『
雲
井
龍
雄
』『
兼
好
法
師
』『
井
原
西
鶴
』
と
い
う
五
冊

を
、
た
っ
た
一
人
で
、
一
気
に
書
き
下
ろ
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
ん
な
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
明
治
の
文
学
者
た
ち
は
山
田
美
妙
・
尾
崎

紅
葉
な
ど
、
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
文
壇
の
寵
児
と
な
る
よ
う
な
早
熟
の
才
能
の
持
ち
主
が
多
い
。

し
か
し
、
現
在
に
名
前
す
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
「
緑
亭
主
人
」
が
、
そ
ん
な
に
多
作
で
あ
り
う

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
わ
た
し
の
偽
ら
ざ
る
疑
問
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
角
田
「
柳
作
」
と
い
う
名
前
を
見
た
瞬
間
に
、「
緑
亭
」
と
い
う
筆
名
と
通
い
合

う
も
の
が
あ
る
と
、
わ
た
し
は
直
感
し
た
。「
花
は
紅
、
柳
は
緑
」
と
い
う
諺
か
ら
の
連
想
も

あ
っ
た
。
緑
亭
主
人
名
義
の
著
書
で
、
何
回
も
こ
の
諺
を
目
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

【
さ
ら
に
二
冊
の
著
書
を
発
見
す
る
】

し
か
し
、
驚
き
は
な
お
も
続
い
た
。
東
京
大
学
の
社
会
情
報
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
民

友
社
刊
行
物
は
、
伊
藤
痴
遊
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
片
端
か
ら
閲
覧
し
て
ゆ
く
と
、
も

う
二
冊
、
同
じ
著
者
（
す
な
わ
ち
、
角
田
柳
作
）
の
手
に
な
る
と
強
く
推
定
さ
れ
る
刊
行
物
が

見
つ
か
っ
た
。
ま
さ
に
、「
芋
づ
る
式
」
で
あ
る
。

ま
ず
、「
中
龍
児
」
と
い
う
人
物
の
書
い
た
『
詩
人
西
行
』。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
九
年
十
二

月
の
刊
行
で
あ
る
。
緑
亭
主
人
名
義
の
『
清
少
納
言
』
が
、
同
じ
民
友
社
か
ら
同
じ
明
治
二
十

九
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
一
名
義
を
避
け
て
、
新
た
な
筆
名
を
考
案
し
た
も

の
だ
ろ
う
。

次
に
、
著
者
名
の
記
載
の
な
い
『
日
本
文
学
梗
概
』。
こ
れ
は
、
明
治
三
十
年
七
月
の
刊
行
。

こ
の
書
は
、「
住
吉
物
語
梗
概
」「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
梗
概
」「
竹
取
物
語
梗
概
」「
古
事
記
梗

概
」
の
四
つ
の
パ
ー
ツ
か
ら
成
り
、
最
後
の
「
古
事
記
梗
概
」
が
最
も
充
実
し
て
い
る
。

新
た
に
発
見
し
た
二
冊
は
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
と
全
く
同
じ
文
体
・
思

想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
著
書
で
あ
っ
た
。
中
龍
児
名
義
の
『
詩
人
西
行
』
は
、
大
変
に
熱
の
こ
も

っ
た
評
伝
で
あ
り
、
著
者
の
西
行
へ
の
心
か
ら
の
愛
情
が
あ
ふ
れ
て
い
る
名
作
で
あ
る
。
伝
説

の
人
・
西
行
の
後
ろ
姿
を
必
死
に
追
い
か
け
て
、
そ
の
素
顔
に
迫
り
た
い
と
い
う
情
熱
が
溢
れ

て
い
る
。

こ
れ
で
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
の
著
書
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
か
ら

明
治
三
十
年
七
月
ま
で
に
、
単
行
本
が
七
冊
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
超
人
的
な
執
筆
で
あ
る
。

し
か
も
、
水
準
が
高
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
『
雲
井
龍
雄
』
が
凡
作
、
『
日
本
文
学
梗
概
』
の

「
古
事
記
梗
概
」
以
外
の
部
分
が
、
退
屈
で
あ
る
。

【『
国
民
新
聞
』
を
閲
覧
す
る
】
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さ
ら
に
社
会
情
報
研
究
所
で
、
民
友
社
の
刊
行
物
で
あ
る
『
国
民
新
聞
』
を
閲
覧
し
た
。

「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
の
著
書
は
、
す
べ
て
民
友
社
か
ら
の
出
版
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

緑
亭
主
人
は
、
『
花
源
氏
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
短
編
を
発
表
し
て
い
た
。
何
と
、
彼
は
、

小
説
に
も
手
を
染
め
て
い
た
の
だ
。
明
治
二
十
九
年
八
月
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
、
日
曜

日
の
文
芸
欄
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
社
会
情
報
研
究
所
で
は
欠
号
と
な
っ
て
い
る
期
間
の
『
国
民
新
聞
』
の
項
目
を
、
別

の
書
誌
で
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、
緑
亭
主
人
は
明
治
三
十
年
一
月
に
『
黄
金
男
』
と
い
う
短

編
を
、
そ
し
て
同
じ
明
治
三
十
年
一
月
に
「
一
葉
全
集
と
源
氏
物
語
」
と
い
う
記
事
を
、
そ
れ

ぞ
れ
『
国
民
新
聞
』
紙
上
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

『
紫
式
部
』
と
い
う
著
書
が
「
緑
亭
主
人
」
に
は
あ
り
、
角
田
柳
作
名
義
の
『
井
原
西
鶴
』

に
は
「
樋
口
一
葉
」
へ
の
詳
し
い
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
「
一
葉
全
集
と
源
氏
物
語
」

と
い
う
新
聞
記
事
も
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
の
執
筆
で
あ
る
確
率
が
、
き
わ

め
て
高
い
。

【
民
友
社
の
『
家
庭
雑
誌
』
を
読
む
】

『
井
原
西
鶴
』
の
著
者
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
「
角
田
柳
作
」
と
い
う
人
物
の
調
査
に
入
る

前
に
、「
民
友
社
ル
ー
ト
」
を
さ
ら
に
詳
し
く
探
索
し
た
。

民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
に
、『
家
庭
雑
誌
』
が
あ
る
。
現
在
で
は
、
そ
の
復
刻

版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
緑
亭
主
人
の
爆
発
的
な
活
躍
の
あ
っ
た
明
治
二
十
九
年
か
ら
三

十
年
に
か
け
て
の
『
家
庭
雑
誌
』
を
通
読
し
た
。

す
る
と
、
緑
亭
主
人
名
義
の
文
章
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治
二
十
九
年
に
は
、

「
俳
諧
堂
主
人
」
と
い
う
筆
名
が
あ
り
、
興
味
を
引
い
た
。
俳
諧
堂
主
人
は
、『
家
庭
雑
誌
』
で

は
主
と
し
て
日
本
古
典
文
学
の
評
論
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
「
源
氏
物
語
」
や
「
緑
陰
雑
話
」

な
ど
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
た
。

俳
諧
堂
主
人
の
文
章
は
、
婦
女
子
向
け
に
平
易
に
書
い
て
あ
る
の
で
、
美
文
調
の
緑
亭
主
人

名
義
の
単
行
本
と
文
体
の
印
象
が
か
な
り
異
な
る
。
し
か
し
、
緑
亭
主
人
の
最
初
の
単
行
本

『
紫
式
部
』
と
『
清
少
納
言
』
は
、
こ
の
『
家
庭
雑
誌
』
の
号
外
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
常

識
で
考
え
て
も
、『
家
庭
雑
誌
』
と
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
物
が
、
い
き
な
り
そ
の
雑
誌
の
別

冊
付
録
を
書
く
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

こ
こ
で
、「
緑
亭
主
人
＝
俳
諧
堂
主
人
」
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
発
生
し
た
。
そ
う
い

え
ば
、
民
友
社
の
『
国
民
新
聞
』
に
も
、
緑
亭
主
人
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
俳
諧
堂
主
人
」
は
文

学
記
事
を
書
い
て
い
る
。
俳
句
や
川
柳
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
時
期
の
『
家
庭
雑
誌
』
に
は
、「
欲
東
」
あ
る
い
は
「
欲
東
老
人
」
と
い
う

筆
名
の
人
物
が
、
婦
女
子
向
け
に
古
典
文
学
読
書
案
内
を
連
載
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
緑

亭
主
人
＝
俳
諧
堂
主
人
」
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
否
定
し
き
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
内
容

的
に
は
緑
亭
主
人
の
著
作
と
相
違
点
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
完
全
に
同
一
人
物
と
断
定
す
る

自
信
は
、
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

当
時
の
民
友
社
で
、
古
典
文
学
に
関
す
る
書
き
手
は
、
お
そ
ら
く
角
田
柳
作
た
だ
一
人
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
推
測
が
、
わ
た
し
の
心
の
中
に
頭
を
擡
げ
て
き
た
。

【『
国
民
之
友
』
と
は
、
無
関
係
】

な
お
、
民
友
社
の
看
板
雑
誌
だ
っ
た
『
国
民
之
友
』（
こ
の
機
関
誌
か
ら
「
民
友
社
」
と
い

う
社
名
が
付
け
ら
れ
た
）
に
は
、「
緑
亭
生
・
緑
亭
主
人
・
角
田
柳
作
・
中
龍
児
」
と
関
わ
る

記
事
は
、
一
切
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

わ
た
し
が
追
い
求
め
て
い
る
人
物
は
、
民
友
社
か
ら
、
半
年
ち
ょ
っ
と
の
間
に
、
立
て
続
け

に
七
冊
の
単
行
本
を
上
梓
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
発
は
、
最
も
目
立
た
な
い
『
家
庭
雑

誌
』
の
埋
草
の
執
筆
で
あ
り
、
そ
の
力
量
を
認
め
ら
れ
て
の
『
家
庭
雑
誌
』
号
外
と
し
て
の
単

行
本
出
版
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
紫
式
部
と
清
少
納
言
の
人
物
評
伝
は
、
ま
さ
に
『
家
庭
雑
誌
』

の
付
録
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
民
友
社
の
基
幹
を
な
す
活
動
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
自
由
で
活
発
な
活
動
が
爆
発
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
家
庭
雑
誌
』
の
自
社
刊
行
物
の
広
告
欄
に
は
、『
紫
式
部
』
が
新
聞
な
ど
で
好
評
裏
に
書

評
さ
れ
、
何
度
も
増
刷
・
再
版
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
成
功
に
よ
っ
て
、
緑
亭

主
人
は
、『
家
庭
雑
誌
』
の
付
録
で
は
な
く
、
文
字
通
り
の
単
行
本
と
し
て
、『
詩
人
西
行
』
や

『
兼
好
法
師
』
な
ど
を
出
版
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
民
友
社
の
中
で
最
も
重
み
の
あ
る
『
国
民
之
友
』
と
は
、
最
後
ま
で
無
縁
だ
っ
た
。

こ
れ
が
、「
緑
亭
主
人
」
の
本
名
を
探
索
す
る
手
が
か
り
の
少
な
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

【『
早
稲
田
文
学
』
に
見
る
緑
亭
主
人
の
痕
跡
】

次
に
は
、
緑
亭
生
の
『
兼
好
法
師
』
が
、『
早
稲
田
文
学
』
掲
載
の
水
谷
不
倒
論
文
へ
の
反

論
で
あ
る
点
に
、
注
目
し
た
。
水
谷
は
、
明
治
三
十
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、『
早
稲
田

文
学
』（
当
時
は
、
月
二
回
の
発
行
）
に
、「
兼
好
と
俗
文
学
」
と
い
う
論
文
を
三
回
連
載
し
て

い
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
民
友
社
か
ら
同
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
『
兼
好
法
師
』
で
、
緑
亭
生
が
反

論
し
た
の
で
あ
る
。
水
谷
不
倒
が
「
兼
好
伝
説
」
を
否
定
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
緑
亭
生
の
反
論
の
時
期
が
早
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

「
緑
亭
生
＝
緑
亭
主
人
」
が
、
よ
ほ
ど
熱
心
に
『
早
稲
田
文
学
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、『
井
原
西
鶴
』
に
も
、『
早
稲
田
文
学
』
掲
載
の
水
谷
不
倒
や
島
村
抱
月
の
西
鶴

論
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
早
稲
田
関
係
者
で
、
な
お
か
つ
あ
ま
り
水
谷
不
倒
と

仲
の
よ
く
な
か
っ
た
人
物
が
、「
緑
亭
主
人
」
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

こ
こ
で
、
明
治
三
十
年
前
後
の
『
早
稲
田
文
学
』
の
復
刻
版
を
通
読
す
る
こ
と
と
し
た
。
す

る
と
、『
紫
式
部
』『
清
少
納
言
』『
雲
井
龍
雄
』『
井
原
西
鶴
』『
日
本
文
学
梗
概
』
の
「
近
刊

紹
介
」（
短
文
で
の
書
評
）
が
、『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
『
近
刊
紹
介
」
で
『
日
本
文
学
梗
概
』
を
「
渡
辺
為
蔵
」
著
と
す
る
の
は
、
発
行
者
名

を
著
者
名
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
著
者
は
な
ぜ
か
無
記
名
で
あ
る
が
、
文
体
的
に

は
「
緑
亭
主
人
」
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
緑
亭
主
人
は
、
民
友
社
の
正
式
社
員

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
日
本
文
学
梗
概
』
は
、
緑
亭
主
人
の
民
友
社

か
ら
の
最
後
の
著
作
に
な
っ
た
。
短
期
間
に
彗
星
の
よ
う
に
活
躍
し
た
緑
亭
主
人
は
、
最
後
の

著
書
を
筆
名
す
ら
明
示
せ
ず
に
、
文
学
史
の
闇
に
消
え
て
い
っ
た
。

ま
た
、『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で
は
、『
詩
人
西
行
』『
兼
好
法
師
』
に
関
し
て
も
、
わ
ず
か

な
が
ら
（
発
行
月
よ
り
も
か
な
り
後
の
時
点
で
の
簡
単
な
）
言
及
が
見
ら
れ
る
。
軽
い
扱
い
で

は
あ
る
が
、
書
名
を
し
っ
か
り
と
挙
げ
て
い
る
点
に
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、『
早
稲
田
文
学
』
で
は
、
文
壇
の
状
況
を
記
す
欄
に
、『
国
民
新
聞
』
掲
載
の
緑
亭
主

人
の
短
編
小
説
の
タ
イ
ト
ル
も
、
項
目
だ
け
だ
が
二
つ
収
載
さ
れ
て
い
る
。
「
花
源
氏
」
と

「
黄
金
男
」
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
緑
亭
主
人
が
早
稲
田
大
学
（
当
時
の
正
式
名
称
は
東
京
専
門
学
校
）
の

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
、
高
い
蓋
然
性
で
推
測
さ
れ
る
。

【
角
田
柳
作
と
い
う
人
物
】

さ
て
、
こ
こ
か
ら
、「
角
田
柳
作
＝
つ
の
だ
・
り
ゅ
う
さ
く
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
総

力
を
挙
げ
て
の
探
索
が
開
始
し
た
。
本
当
に
、
緑
亭
主
人
・
緑
亭
生
は
、
角
田
柳
作
な
の
だ
ろ

う
か
。

予
想
し
た
と
お
り
、
角
田
柳
作
は
、
東
京
専
門
学
校
の
第
四
期
生
だ
っ
た
。
旧
制
の
前
橋
中

学
を
三
年
半
で
卒
業
し
（
正
式
に
は
準
卒
業
扱
い
）、
東
京
専
門
学
校
を
わ
ず
か
満
十
九
歳
の

明
治
二
十
九
年
七
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
卒
業
後
に
、
怒
濤
の
執
筆
期
間
が
来
て
も
、
年

代
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。
現
に
、
最
初
の
単
行
本
『
紫
式
部
』
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
の

刊
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
若
い
。
早
熟
の
天
才
と
は
、
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
で
は
、

「
早
熟
の
天
才
」
が
長
生
き
し
た
ら
、
ど
ん
な
人
生
を
送
る
の
だ
ろ
う
か
。

調
べ
初
め
て
驚
い
た
の
は
、
何
と
、
こ
れ
ま
で
耳
学
問
で
何
度
か
聞
い
て
い
た
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
が
学
ん
だ
卓
越
し
た
日
本
思
想
史
の
「
先
生
」
こ
そ
が
、
こ
の

角
田
柳
作
な
の
だ
っ
た
。
角
田
柳
作
に
つ
い
て
は
、
司
馬

太
郎
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
散
歩
』
、

長
田
弘
『
詩
人
の
紙
碑
』
と
い
う
名
著
が
あ
る
。
キ
ー
ン
氏
の
『
日
本
と
の
出
会
い
』
と
い
う

本
も
あ
る
。
キ
ー
ン
氏
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
集
結
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
戻
っ
て
き
て
、

角
田
柳
作
か
ら
わ
ず
か
三
箇
月
間
で
、
『
源
氏
物
語
』
・
『
徒
然
草
』
・
『
枕
草
子
』
・
謡

曲
・
西
鶴
・
芭
蕉
な
ど
を
集
中
的
に
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、「
緑

亭
主
人
」
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
な
の
だ
っ
た
。「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
と
す
る
な
ら
ば
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
学
の
基
礎
を
築
い
た
「
角
田
柳
作
」
の
空
前
の
学

識
の
豊
富
さ
が
証
明
さ
れ
る
。

し
か
も
、
角
田
柳
作
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
講
じ
た
「
日
本
文
化
史
」
こ
そ
、
古
代
か
ら
近

代
ま
で
の
文
明
史
を
た
ど
っ
た
も
の
で
、
緑
亭
主
人
名
義
の
著
作
群
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
し

か
も
、
緑
亭
主
人
の
古
代
文
明
史
観
で
は
、「
仏
教
の
流
入
」
が
最
大
の
事
件
の
一
つ
と
繰
り

返
し
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
角
田
柳
作
の
英
語
の
講
義
録
の
基
本
姿
勢
で
も
あ
る
。
母

国
語
で
は
な
い
英
語
で
著
作
を
残
さ
な
か
っ
た
角
田
柳
作
に
替
わ
っ
て
、
弟
子
の
キ
ー
ン
氏
と

ド
バ
リ
ー
氏
が
角
田
の
講
義
録
を
元
に
、
巨
大
な
日
本
文
化
史
論
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
発

行
し
て
い
る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
文
学
論
か
ら
文
化
論
・
思
想
史
論
へ
と
視
軸
を
移
し
て
い
る

が
、
若
書
き
の
「
緑
亭
主
人
」
時
代
の
発
想
が
何
度
も
顔
を
出
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
の
比
較
調
査
】

こ
の
段
階
で
、「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」
名
義
の
単
行
本
で
繰
り
返
し
用
い
ら

れ
て
い
た
特
異
な
語
彙
が
、
角
田
柳
作
名
義
の
著
書
に
も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
調
べ
る
こ
と

に
し
た
。
文
体
の
比
較
で
あ
り
、
内
部
徴
表
か
ら
「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
を
証
明
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

角
田
柳
作
の
日
本
語
の
翻
訳
、
エ
ッ
セ
イ
集
に
も
、「
緑
亭
」
の
文
体
や
語
彙
と
重
な
る
箇

所
は
あ
る
。
し
か
し
、
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
死
を
覚
悟
し
た

角
田
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
詠
ん
だ
漢
詩
が
あ
る
。

弟
子
た
ち
が
英
文
で
出
版
し
た
追
悼
文
集
『R

YU
SA

K
U

T
SU

N
O

D
A

SE
N

SE
I

』
に
、
写
真

が
載
っ
て
い
る
。
改
行
を
原
文
通
り
に
し
て
、
示
す
。
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乾
坤
有
余
樹
孤

且
悦

青
空
連
東
海
鵬
翼
一
夜

七
千
里
清
風
明
月
帰
去
来

昭
和
申
辰
仲
秋
　
柳
兮

こ
こ
に
、「
孤

」
と
い
う
言
葉
と
、「
清
風
明
月
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
何

と
中
龍
児
名
義
の
『
詩
人
西
行
』
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
孤

」
は
、『
兼
好

法
師
』
に
も
見
え
る
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
旅
し
て
、
旅
の
途
上
で
死
ん
だ
角
田
柳
作
は
、
自
ら
の
漂
泊
の
人
生
を

「
西
行
」
の
人
生
に
な
ぞ
ら
え
、
若
か
り
し
頃
の
自
分
の
西
行
論
の
語
彙
を
、
無
意
識
の
う
ち

に
復
活
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
長
田
弘
『
詩
人
の
紙
碑
』
が
、
こ
の
漢
詩
を
引
用
し
な
が
ら
、

「
孤
節
」
と
誤
植
し
て
い
る
の
は
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

こ
の
角
田
柳
作
の
辞
世
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
漢
詩
を
見
た
瞬
間
に
、
緑
亭
主
人
な
ど
の
筆
名

が
若
か
り
し
頃
の
彼
の
筆
名
だ
っ
た
の
だ
、
と
わ
た
し
は
確
信
し
た
。

【
卒
業
文
集
を
読
む
】

さ
ら
に
、
明
治
二
十
九
年
の
東
京
専
門
学
校
の
卒
業
文
集
『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
を
、
早
稲
田

大
学
中
央
図
書
館
で
閲
覧
し
た
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
角
田
柳
作
の
本
人
の
文
章
（
人
生

観
や
卒
論
の
大
意
）
に
は
、
緑
亭
主
人
の
著
作
と
の
関
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
は
な
か
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
卒
業
文
集
の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
た
序
文
（
執
筆
者
不
明
）
の
中
に
、
緑
亭
主

人
の
愛
用
し
て
い
る
言
葉
遣
い
が
複
数
見
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
の
序
文
は
、

角
田
柳
作
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
卒
業
後
に
民
友
社
に
入
社
し
て
、「
緑
亭
主
人
」
と
し
て

爆
発
的
な
著
作
活
動
を
行
う
素
地
が
、
既
に
こ
の
段
階
で
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
源
氏
物
語
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
古
典
文
学
を
、
彼
ら
の
学
年
が
著
名
講
師
か
ら

熱
心
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
こ
の
卒
業
文
集
に
書
か
れ
て
い
る
「
記
憶
し
て
い
る
先
生
と
講
義
科

目
」
の
列
挙
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
そ
も
そ
も
、
『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
と
い
う
言
葉
自
体
が
、

古
典
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
歌
語
（
歌
こ
と
ば
）
で
あ
る
。

当
時
の
東
京
専
門
学
校
は
、「
早
稲
田
田
圃
」
に
あ
っ
て
、
雁
の
群
れ
が
空
を
渡
る
の
が
見

え
た
。
雁
は
、
群
れ
を
な
し
て
飛
ぶ
習
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
、「
隔
て
ぬ
友
」
で
あ
る
。
入
学

以
来
、
雁
の
よ
う
に
い
つ
も
一
緒
に
学
ん
だ
若
者
た
ち
が
、
明
日
か
ら
は
卒
業
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
居
場
所
に
散
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
心
だ
け
は
「
雁
行
」
し
た
学
生
時
代
の
友
情
を
忘
れ

た
く
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
、
角
田
柳

作
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
た
と
す
れ
ば
、
面
白
い
。

角
田
柳
作
は
、
本
名
と
筆
名
で
、
少
し
文
体
を
変
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
筆
名
の
時

に
、
「
緑
亭
語
」
と
も
言
う
べ
き
大
胆
な
美
文
が
ほ
と
ば
し
る
。
こ
の
卒
業
文
集
の
序
文
は
、

お
そ
ら
く
角
田
柳
作
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
緑
亭
主
人
の
気
持
ち
で
書
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
本
名
で
書
い
た
卒
業
論
文
『
荘
子
』
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
思
い
こ
み

を
極
力
排
除
し
て
、
淡
々
と
し
て
い
る
。

【
角
田
柳
作
の
調
査
】

こ
こ
か
ら
、「
角
田
柳
作
」
関
連
の
論
文
・
ビ
デ
オ
・
評
伝
・
紹
介
文
を
可
能
な
限
り
収
集

し
た
。
同
時
に
、
戦
後
の
雑
誌
に
散
発
的
に
書
か
れ
た
角
田
柳
作
の
エ
ッ
セ
イ
や
講
演
録
・
座

談
会
も
ほ
と
ん
ど
を
収
集
し
た
。

角
田
柳
作
の
出
身
で
あ
る
群
馬
県
と
早
稲
田
大
学
で
、
た
く
さ
ん
の
関
連
書
や
紹
介
文
が
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
お
こ
し
や
、
大
学
の
宣
伝
で
も
、
角
田
柳
作
の
名
前
は
顕
彰
さ
れ
て

い
た
。
今
年
度
の
早
稲
田
大
学
卒
業
式
で
、
総
長
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
田
中
耕
一
氏
と
並
ん
で
、

角
田
柳
作
を
話
題
と
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
大
い
に
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
大
久
保
孝
治
教
授
の
ご
紹
介
で
、
閲
覧
の
便
宜

を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
研
究
に
役
立
っ
た
か
計
り
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
関
係
者
の
努
力
で
、
角
田
柳
作
の
人
生
の
歩
み
は
、
相
当
に
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
明
治
二
十
九
年
七
月
に
東
京
専
門
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
、
明
治
三
十
年
一
月
頃
に
正
式
に
民
友
社
に
入
っ
た
と
い
う
あ
た
り
の
年
譜
は
、

ほ
と
ん
ど
が
空
白
状
態
だ
っ
た
。
従
来
の
角
田
柳
作
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
具
体
的
な
経
歴
が

何
と
か
辿
れ
る
の
は
、
京
都
で
中
学
教
師
と
な
っ
た
明
治
三
十
二
年
八
月
以
降
で
あ
る
。

民
友
社
で
は
、
英
字
版
『
国
民
之
友
』
で
あ
る
『
極
東
』
の
英
語
の
校
正
を
し
て
い
た
と
い

う
事
実
、
お
よ
び
角
田
は
徳
富
蘇
峰
よ
り
も
蘆
花
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
、
従
来
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
の
推
測
で
は
、
こ
の
「
角
田
柳
作
年
譜
」
の
空
白
期
間
に
、
火
山
活
動

に
も
喩
え
ら
れ
る
爆
発
的
な
「
緑
亭
主
人
」
と
し
て
の
執
筆
活
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
う
考
え
て
初
め
て
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
や
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
と
い
っ
た

逸
材
を
教
え
子
か
ら
輩
出
し
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
学
の
父
」
と
ま
で
称
え
ら
れ
る
名

教
師
に
な
り
得
た
事
実
が
納
得
で
き
る
。

（2004年１月） 島内景二 142



「
よ
き
書
き
手
」
で
あ
る
こ
と
を
何
ら
か
の
事
情
で
断
念
し
た
角
田
柳
作
は
、「
よ
き
教
師
」

へ
の
転
身
を
め
ざ
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
二
年
以
降
、
角
田
柳
作
は
京
都
・
福
島
・
仙

台
・
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
と
、
終
わ
り
の
な
い
教
育
の
「
旅
」
を
つ
づ
け
る
。
そ
れ
は

あ
た
か
も
、
西
行
・
宗
Ç
・
芭
蕉
の
漂
泊
の
旅
の
姿
と
も
重
な
る
。

そ
の
長
い
教
師
活
動
の
遍
歴
を
支
え
た
素
地
は
、
満
十
九
歳
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
の
「
日

本
文
学
者
の
個
性
的
評
伝
」
あ
る
い
は
「
日
本
精
神
史
研
究
」
と
も
い
う
べ
き
七
冊
の
（
一
冊

一
冊
は
小
著
で
も
）
情
熱
的
で
（
七
冊
集
ま
れ
ば
）
大
部
な
著
作
群
な
の
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
は
、
広
義
の
文
明
批
評
な
の
で
、「
実
証
主
義
」
一
点
張
り
の
国
文
学
者
か
ら
は
こ

れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
。
今
、
学
問
の
国
際
化
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
「
開
か
れ
た
視
野
で
の
精
神
史
研
究
」
を
実
践
し
つ
づ
け
て
き
た
角

田
柳
作
は
、
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
若
書
き
」
の
時
代
に
「
筆
名
」
で
な

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
本
人
自
ら
も
封
印
し
た
著
作
群
の
価
値
に
も
、
改
め
て
光
を
当
て
た
い
。

若
書
き
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
し
て
筆
名
な
れ
ば
こ
そ
、
自
由
で
奔
放
で
、
大
胆
で
清
新
な
「
古

典
批
評
」
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
は
、
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
な
い
。

【
緑
亭
主
人
の
再
評
価
を
】

角
田
柳
作
の
「
日
本
学
」
樹
立
と
、
海
外
へ
の
播
種
の
大
き
な
歩
み
は
、「
緑
亭
主
人
」「
緑

亭
生
」「
中
龍
児
」、
さ
ら
に
は
「
俳
諧
堂
主
人
」「
欲
東
」
な
ど
の
名
義
に
よ
る
一
連
の
民
友

社
著
作
物
か
ら
開
始
し
た
。

さ
ら
に
、
民
友
社
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
角
田
柳
作
の
出
身
で
あ
る
群
馬
県
ゆ
か
り
の

『
上
毛
之
青
年
』
と
い
う
雑
誌
（
廃
娼
運
動
の
中
心
雑
誌
と
し
て
近
年
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
）
に
も
、
角
田
柳
作
の
文
章
が
無
署
名
で
交
じ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
今
は
憶
測
な
の
で
詳
し
く
は
書
け
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
、
い
っ
そ
う
研
究
を
進
め
れ

ば
、
東
京
専
門
学
校
在
学
中
の
自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ
り
な
ど
も
発
掘
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
す
ら
思
わ
せ
る
。

角
田
柳
作
と
関
わ
る
人
脈
は
、
近
代
日
本
の
多
く
の
領
域
、
ひ
い
て
は
欧
米
に
も
及
ん
で
い

る
。角

田
柳
作
に
教
え
を
受
け
た
ノ
ー
マ
ン
は
、「
忘
れ
ら
れ
て
い
た
知
の
巨
人
」
安
藤
昌
益
を

発
掘
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、「
忘
れ
ら
れ
た
明
治
の
知
の
巨
人
」
で
あ
る
角
田
柳
作
を
、
今
度

は
わ
た
し
た
ち
が
、
そ
の
最
初
期
の
著
作
群
か
ら
発
掘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
大
き
な
宿
題
】

今
後
は
、
群
馬
県
の
生
家
（
角
田
家
の
本
家
）
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
角
田
柳
作
の
東
京
専

門
学
校
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
な
ど
の
資
料
に
接
す
る
機
会
を
、
是
非
と
も
持
ち
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
と
い
う
推
測
は
、
さ
ら
に
確
率
が
高
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
内
部
徴
表
で
は
な
い
、
決
定
的
な
証
拠
物
件
が
発
見

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
数
回
、
生
家
に
調
査
を
申
し
込
ん
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
時
点
で
は
実
現
し

て
い
な
い
。
今
後
の
最
大
の
悲
願
で
あ
る
。

２
　
研
究
の
意
義

【「
著
書
を
残
さ
ぬ
人
」
と
い
う
既
成
イ
メ
ー
ジ
の
打
破
】

角
田
柳
作
（
一
八
七
七
〜
一
九
六
四
）
は
、「
忘
れ
ら
れ
た
知
の
巨
人
」
と
か
「
知
ら
れ
ざ

る
明
治
の
国
際
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
博
識
の
司
馬

太
郎

で
す
ら
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
司
馬
は
、
教
え
子
の
キ
ー
ン
氏
の
文
章
を
通
し
て
し
か
角
田
柳
作

の
声
を
聞
け
な
い
の
も
悲
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
わ
た
し
の
発
見
に
よ
っ
て
、
若
き

日
の
角
田
柳
作
の
肉
声
を
聞
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
学
生
の
教
育
に
熱
心
な
あ
ま
り
に
、
自
分
の
著
述
を
し
な
い
タ
イ
プ
の
人
間
」
だ
と
思
わ

れ
て
き
た
角
田
柳
作
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
回
、
わ
た
し
は
青

春
前
期
の
角
田
柳
作
の
知
ら
れ
ざ
る
著
作
群
を
大
量
に
発
掘
し
た
。
彼
が
「
よ
き
教
師
」
と
な

る
以
前
に
、「
情
熱
的
な
評
論
家
」
を
目
指
し
た
時
期
が
あ
っ
た
事
実
に
光
を
当
て
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
短
期
間
の
爆
発
的
な
執
筆
活
動
は
、
角
田
柳
作
の
人
生
を
考
え
る
際
に
、
不
可
欠

の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

満
十
九
歳
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
、
怒
濤
の
よ
う
に
単
行
本
七
冊
を
刊
行
し
た
事
実
を
知
る

こ
と
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
「
日
本
学
」
の
種
を
伝
播
し
つ
づ
け
た
角
田
柳
作
の
計
り
知
れ

ぬ
学
力
と
、
透
徹
し
た
歴
史
観
・
人
間
観
・
文
明
史
観
を
改
め
て
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

【『
井
原
西
鶴
』
の
位
置
づ
け
の
変
更
】

従
来
の
角
田
柳
作
の
年
譜
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
最
初
の
著
作
は
『
井
原
西
鶴
』
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
満
二
十
歳
で
の
著
作
を
、
彼
の
六
番
目
の
単
行
本
だ
と
、
誰
が
予
想
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
の
思
い
こ
み
は
、
あ
る
意
味
で
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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け
れ
ど
も
、
こ
の
『
井
原
西
鶴
』
の
不
評
が
彼
の
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
見

方
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
修
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
若
く
し
て
書
い
た
『
井
原

西
鶴
』
が
、『
六
合
雑
誌
』
な
ど
で
厳
し
い
批
評
を
受
け
た
こ
と
が
、
彼
を
絶
望
さ
せ
、
文
筆

か
ら
教
育
へ
と
転
身
を
図
っ
た
、
と
い
う
説
明
方
法
で
あ
る
。
確
か
に
わ
か
り
や
す
く
は
あ
る

が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。

『
井
原
西
鶴
』
は
角
田
柳
作
の
最
初
の
著
作
で
は
な
く
、
彼
の
青
春
の
す
べ
て
を
ぶ
つ
け
た

全
著
作
群
の
総
決
算
と
言
う
べ
き
「
卒
業
制
作
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
掉
尾
を
飾
る
力
作
で
あ
っ

た
。彼

の
問
題
意
識
が
孤
独
な
書
斎
で
の
「
著
作
活
動
」
か
ら
、
社
会
で
の
実
践
を
目
指
し
た

「
教
育
活
動
」
へ
と
転
換
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
、「
文
学
へ
の
訣
別
の
書
」
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
初
期
の
著
作
の
中
で
、
唯
一
、
実
名
で
書
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

『
井
原
西
鶴
』
は
、
批
判
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。『
早
稲
田
文
学
』
で
は
欠
点
と

長
所
と
の
双
方
が
公
平
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、『
六
合
雑
誌
』
で
も
熟
読
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど

酷
評
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
、
こ
の
あ
と
、
角
田
柳
作
は
『
六
合
雑
誌
』
に
何
度

も
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。『
井
原
西
鶴
』
の
評
価
は
、
そ
れ
ほ
ど
著
者
を
失
望
さ
せ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
こ
こ
で
燃
え
尽
き
た
の
で
あ
る
。
書
き
尽
く
し
た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
。

『
井
原
西
鶴
』
の
世
評
の
低
さ
が
角
田
柳
作
の
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ

に
先
立
つ
著
書
を
含
め
た
半
年
間
の
評
論
活
動
を
通
し
て
、
内
発
的
に
「
変
化
」
の
意
欲
が
角

田
柳
作
の
心
の
中
に
湧
き
上
が
っ
て
き
た
、
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍
児
」
と
い
う
筆
名
で
書
か
れ
た
著
作
群
に
は
、
筆
名
な
る
が

ゆ
え
の
大
胆
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
角
田
柳
作
が
「
文
学
と
の
訣
別
」
を
決
意
し
て

百
年
後
の
今
、
新
た
な
光
を
放
ち
始
め
る
。

角
田
柳
作
が
筆
を
折
っ
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
彼
が
「
美
文
調
」
の
「
文
語
文
」
で
最
も

的
確
に
自
己
表
現
で
き
る
タ
イ
プ
の
文
学
者
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
彼
に
と
っ

て
決
定
的
に
不
利
だ
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
、
怒
濤
の
よ
う
に
「
言
文
一
致
」
の
動

き
が
加
速
し
、
口
語
文
で
自
己
表
現
で
き
る
こ
と
が
一
流
の
文
学
者
の
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

角
田
柳
作
は
、『
井
原
西
鶴
』
の
あ
と
、
何
冊
か
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
、
時
代
に
合
わ
せ
て
口
語
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
で
は
、
個
性
と
い
う
か
、
強
烈
な

自
己
主
張
が
希
薄
で
あ
る
。
角
田
柳
作
は
、
言
文
一
致
の
口
語
文
で
は
批
評
活
動
を
で
き
な
い
、

と
見
切
り
を
付
け
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
角
田
柳
作
は
永
ら
く
英
語
を
用
い
て
教
育
活
動
を
展
開
し
た
が
、
英
語
で
自
己
表
現

す
る
こ
と
は
、
口
語
文
で
自
己
表
現
す
る
よ
り
も
、
さ
ら
に
困
難
で
あ
る
。
角
田
柳
作
に
と
っ

て
、
最
も
自
己
の
精
神
世
界
を
写
し
取
る
の
に
適
し
た
文
体
は
、「
文
語
文
」
で
あ
っ
た
。
Ø

燭
が
消
え
る
直
前
に
大
き
く
燃
え
上
が
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
前
後
に
は
「
文
語
文
」
の
最

後
の
輝
き
が
あ
っ
た
。
樋
口
一
葉
、
し
か
り
。
そ
の
後
の
角
田
柳
作
は
、「
自
己
表
現
に
適
し

た
文
体
」
に
、
終
生
出
会
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

文
語
文
を
葬
り
去
っ
た
現
代
社
会
は
、
二
十
一
世
紀
の
今
、
日
本
語
の
最
大
の
危
機
を
迎
え

て
い
る
。
言
文
一
致
の
口
語
文
で
し
か
文
章
を
書
け
な
く
な
っ
た
文
学
者
ば
か
り
が
、
蔓
延
し

て
い
る
。
文
学
者
の
個
性
も
、
希
薄
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
青
春
の
熱
き
情
熱
を
「
文
語
文
」

で
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ
た
「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
の
著
作
群
が
精
彩
と
異
彩
を
放
ち
始
め

る
。
そ
れ
ら
は
、
閉
塞
し
つ
つ
あ
る
現
代
の
文
学
状
況
を
打
開
す
る
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

【
民
友
社
文
学
の
見
直
し
を
迫
る
】

従
来
の
「
民
友
社
文
学
」
は
、
『
武
蔵
野
』
の
国
木
田
独
歩
と
、
『
不
如
帰
』
の
徳
冨
蘆
花
、

お
よ
び
詩
人
の
宮
崎
湖
処
子
な
ど
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

む
ろ
ん
、
民
友
社
の
総
帥
と
し
て
の
徳
富
蘇
峰
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
え
な
い
。

し
か
し
、
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
満
十
九
歳
（
数
え
年
で
も
二
十
歳
）
の
若

者
・
角
田
柳
作
が
、
こ
こ
ま
で
活
躍
で
き
た
事
実
は
、
重
い
。「
民
友
社
文
学
」
の
系
譜
の
中

に
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍
児
」
の
名
前
を
重
要
人
物
の
一
人
と
し
て
追

加
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
民
友
社
は
、
経
営
が
逼
迫
し
て
お
り
、
原
稿
料
の
高
い
著
名
文
化
人
へ
の
原
稿

依
頼
を
避
け
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。
民
友
社
内
部
の
社
員
に
原
稿
を
書
か
せ
て
、
安
い
原

稿
料
で
済
ま
せ
て
い
た
ら
し
い
。
む
ろ
ん
、
た
だ
働
き
で
は
な
か
っ
た
。

民
友
社
の
中
で
は
最
も
扱
い
の
軽
い
『
家
庭
雑
誌
』
の
埋
草
記
事
や
付
録
（
お
ま
け
）
と
し

て
原
稿
を
書
き
始
め
た
「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
は
、
民
友
社
か
ら
そ
れ
ほ
ど
期
待
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
本
人
も
軽
い
原
稿
料
稼
ぎ
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

好
評
に
つ
き
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
七
冊
も
単
行
本
を
刊
行
し
た
と
い
う
の
は
、
た
だ
も
の
で
は
な

い
。
中
に
は
、『
雲
井
龍
雄
』
の
よ
う
に
、
所
謂
「
や
っ
つ
け
仕
事
」
を
し
て
し
ま
っ
た
本
も

あ
る
。『
早
稲
田
文
学
』
の
書
評
は
さ
す
が
に
『
雲
井
龍
雄
』
に
対
し
て
は
厳
し
く
、
種
本
を

引
き
写
し
た
だ
け
で
新
味
が
な
い
、
と
酷
評
し
て
い
る
。
角
田
柳
作
に
は
、『
井
原
西
鶴
』
へ

の
批
評
よ
り
も
、
こ
の
『
雲
井
龍
雄
』
へ
の
痛
罵
の
方
が
身
に
応
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
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身
内
の
早
稲
田
関
係
者
か
ら
の
罵
声
で
あ
る
。

し
か
し
、
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
金
銭
的
な
動
機
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
ど
ん
な
に
時

間
に
追
わ
れ
た
不
満
足
な
仕
事
だ
っ
た
に
せ
よ
、「
古
代
人
の
精
神
世
界
を
す
べ
て
の
出
発
点

に
お
い
て
、
古
代
・
王
朝
・
中
世
・
近
世
の
大
文
学
者
の
心
を
抉
り
出
す
」
と
い
う
文
明
批
評

の
方
法
を
強
く
打
ち
出
し
た
点
は
、
素
晴
ら
し
い
。
非
常
に
良
質
な
古
典
批
評
の
先
駆
者
と
し

て
、
国
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
も
再
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
末
梢
的
な
事
実
の
詮

索
に
堕
し
、
大
き
な
文
明
観
を
喪
失
し
た
現
代
の
国
文
学
研
究
者
に
猛
省
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

【
過
去
を
抹
殺
し
た
角
田
柳
作
の
思
い
の
深
さ
】

ハ
ワ
イ
の
仏
教
系
（
本
願
寺
系
）
の
中
学
校
長
時
代
、
角
田
柳
作
は
、
自
分
の
過
去
の
文
章

は
、「
こ
と
ご
と
く
書
き
な
ぐ
り
」「
書
き
放
し
」
だ
か
ら
、「
自
分
の
書
い
た
も
の
は
二
度
と

手
に
し
ま
い
と
し
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る
。『
書
斎
・
学
校
・
社
会
』（
布
哇
便
利
社
、
大
正

六
年
）
の
「
は
し
が
き
」
の
部
分
で
あ
る
。
正
確
に
、
引
用
し
て
お
こ
う
。
句
読
点
の
間
違
い

も
、
原
文
の
マ
マ
と
す
る
。

僕
は
文
章
を
書
く
に
は
書
く
が
未
だ
曾
て
文
章
を
生
命
と
し
て
書
い
た
こ
と
は
な
い
。
必

要
に
迫
ら
れ
て
、
言
は
ゞ
其
場
の
責
ふ
さ
ぎ
に
、
一
時
を
糊
塗
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

つ
た
。
従
て
悉
く
書
き
な
ぐ
り
、
書
き
放
し
で
、
後
か
ら
見
る
と
自
分
な
が
ら
慚
愧
に
堪

へ
ぬ
様
な
点
が
多
い
の
で
、
自
分
の
書
い
た
も
の
は
二
度
と
手
に
し
ま
い
と
し
て
居
る
程

で
あ
る
。
且
つ
自
分
の
考
は
数
年
来
激
変
し
て
居
る
。
従
て
過
去
の
立
論
対
策
中
に
。
我

か
ら
進
ん
で
変
改
抹
消
を
要
求
す
べ
き
も
の
も
尠
く
な
い
。

こ
の
言
葉
は
、
ま
こ
と
に
重
い
。
彼
が
否
定
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
譜
研
究
で
知
ら
れ

て
い
る
数
少
な
い
雑
誌
発
表
の
論
文
類
だ
け
で
は
な
い
。
東
京
専
門
学
校
卒
業
直
後
の
奔
流
の

よ
う
な
民
友
社
単
行
本
群
な
の
で
も
あ
る
。
あ
れ
だ
け
の
も
の
を
、
ま
る
ご
と
自
ら
全
否
定
し

て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
逆
に
考
え
て
み
よ
う
。
も
し
も
、
「
緑
亭
主
人
」
が
角
田
柳
作
で
は
な
か
っ
た
、

と
仮
定
し
よ
う
。
角
田
柳
作
は
、
民
友
社
を
去
っ
た
後
、
京
都
・
福
島
・
仙
台
の
中
学
で
教
鞭

を
執
り
、
ま
も
な
く
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
さ
ら
に
は
没
す
る
ま
で
の
長
期
間
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

過
ご
し
た
。「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、「
緑
亭
主
人
」
は
東
京
で
何

十
年
か
の
活
動
を
行
い
、
晩
年
の
余
生
を
過
ご
し
た
は
ず
で
あ
る
。
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど

こ
か
で
、
「
緑
亭
主
人
」
が
誰
で
あ
る
か
、
誰
か
が
証
言
し
て
い
た
は
ず
で
は
な
か
ろ
う
か
。

角
田
柳
作
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
東
京
と
関
わ
り
を
持
た
ぬ
人
物
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
緑
亭

主
人
」
の
実
名
は
不
明
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
だ
。

角
田
柳
作
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
日
本
語
の
書
籍
を
収
集
す
る
た
め
に
、
何
度
か
帰
国
し

た
。
そ
し
て
、
恩
師
の
坪
内
逍
遙
を
初
め
、
五
十
嵐
力
な
ど
の
早
稲
田
大
学
関
係
者
と
対
面
し

て
い
る
。
そ
う
い
う
歓
迎
会
の
席
上
、
角
田
柳
作
の
過
去
を
知
る
人
々
が
「
緑
亭
主
人
」
時
代

の
角
田
柳
作
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
惜
し
ま
れ
る
。
本
人
が
否
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
過
去
を
、
あ
え
て
穿
り
出
す
よ
う
な
意
地
悪
さ
は
、
彼
ら
に
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
明
治
青
年
の
文
人
魂
を
最
後
ま
で
持
ち
つ
づ
け
た
角
田
柳
作
】

緑
亭
主
人
の
著
作
は
、
観
念
的
な
精
神
論
で
は
な
い
。
自
然
崇
拝
か
ら
仏
教
へ
の
一
大
転
換
、

古
代
社
会
か
ら
王
朝
摂
関
体
制
へ
の
移
行
、
貴
族
階
級
か
ら
武
士
階
級
へ
の
権
力
の
移
行
、
町

人
に
よ
る
経
済
活
動
の
増
大
な
ど
、
歴
史
の
大
き
な
節
目
節
目
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
歴
史
に
流
さ
れ
た
人
物
を
批
判
し
、
歴
史
に
抗
し
て
古
代
の
復
活
を
目
指
し
た

人
物
を
称
賛
し
て
い
る
。

古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
「
日
本
人
の
精
神
史
」
の
変
遷
を
、
こ
れ
ま
た
古
代
か
ら
近
代
ま
で

の
「
歴
史
の
変
革
期
」
と
か
ら
め
て
考
察
し
た
独
特
の
角
田
柳
作
の
文
明
史
観
は
、
初
期
の
著

作
で
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
キ
ー
ン
氏
た
ち
を
育
て
た
名
講
義
録
と
、

「
緑
亭
主
人
」
名
義
の
著
作
群
は
骨
格
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
緑
亭
主
人
」
の
筆
名
を
捨
て
た
後
の
角
田
柳
作
の
興
味
は
、
次
第
に
文
学
者
た

ち
か
ら
思
想
家
た
ち
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、「
明
治
」
と
い
う
世
界
史
的
に
特
殊
な
近

代
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
と
い
う
理
由
を
、
江
戸
時
代
の
思
想
家
た
ち
に
求
め
る
点
に
、

大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
比
較
文
学
研
究
の
先
駆
け
を
な
す
発
想
で
あ
る
。

し
か
も
、
最
も
偉
大
な
角
田
柳
作
の
弟
子
が
「
文
人
・
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
」
で
あ
る
こ
と
が

端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
者
へ
と
転
身
し
て
か
ら
も
な
お
、
角
田
柳
作
は
最
後
ま
で

一
流
の
「
文
人
の
魂
」
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

【
角
田
柳
作
の
没
後
四
十
年
】

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
二
〇
〇
三
年
秋
で
あ
る
が
、
活
字
と
な
っ
て
発
表
さ
れ
る
の
は

二
〇
〇
四
年
春
で
あ
ろ
う
。
奇
し
く
も
、
没
後
四
〇
年
に
当
た
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
四

十
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
だ
。
角
田
柳
作
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
幕
し
た
直
後
の
一

九
六
四
年
十
一
月
二
十
九
日
、
長
男
の
住
む
ハ
ワ
イ
で
没
し
た
。

角
田
柳
作
の
「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」
名
義
の
著
作
群
は
、
明
治
二
十
九
年
か
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ら
三
十
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
単
行
本
群
の
「
著
作
権
」
は
、
ま
だ
切
れ
て
い
な

い
。明

治
と
い
う
時
代
は
、
若
者
に
活
躍
す
る
場
を
与
え
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
痛

感
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
の
精
神
の
体
現
者
が
、
つ
い
最
近
ま
で
健
在
だ
っ
た
こ
と
に
も
思

い
及
ぶ
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
九
年
に
彗
星
の
よ
う
に
文
壇
（
論
壇
）
に
登
場
し
て
、
翌
年
に
彗
星
の
よ
う
に
文

壇
か
ら
消
え
た
角
田
柳
作
。
彼
の
そ
の
後
の
長
い
人
生
は
、
そ
の
著
述
活
動
を
昇
華
さ
せ
た
も

の
だ
っ
た
。

明
治
三
十
年
に
消
え
た
「
緑
亭
主
人
」
は
、
樋
口
一
葉
と
も
似
て
い
る
。
一
葉
は
、
中
央
文

壇
で
一
瞬
の
光
芒
を
放
っ
た
後
、
明
治
二
十
九
年
に
没
し
た
。「
天
才
」
と
呼
ば
れ
た
一
葉
も
、

言
文
一
致
の
口
語
文
で
は
な
く
、
文
語
文
を
基
調
と
し
て
い
た
。
も
し
も
、
彼
女
が
長
生
き
で

き
た
と
し
た
ら
、「
文
語
文
で
の
自
己
表
現
に
適
合
す
る
タ
イ
プ
の
文
学
者
」
が
、
ど
の
よ
う

に
「
言
文
一
致
の
口
語
文
」
の
津
波
に
抵
抗
で
き
た
か
、
ど
の
よ
う
な
文
体
の
変
遷
を
辿
っ
た

か
、
格
好
の
分
析
材
料
を
残
し
て
く
れ
た
に
違
い
な
い
。

角
田
柳
作
は
、「
文
語
文
の
消
滅
」
と
い
う
日
本
語
の
大
き
な
転
換
期
に
、
文
語
文
に
殉
じ

た
か
の
よ
う
に
沈
黙
し
た
。
樋
口
一
葉
に
余
生
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
。
歴
史
に

「
も
し
も
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
が
、
興
味
を
そ
そ
っ
て
止
ま
な
い
。

３
　
中
龍
児
は
、「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
と
同
一
人
物
で
あ
る

【
こ
れ
か
ら
の
論
証
の
手
続
き
】

本
稿
の
最
終
目
的
は
、「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」「
無
記
名
」
で
書
か
れ
た
以
下

の
書
物
が
、
す
べ
て
角
田
柳
作
の
著
述
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

不
幸
に
し
て
、
角
田
柳
作
本
人
が
過
去
を
抹
殺
し
た
の
で
、
青
春
期
の
著
述
に
つ
い
て
、
何

ら
の
証
言
を
残
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
を
長
く
去
っ
て
い
た
角
田
柳
作
に
つ
い
て
、
周
囲

の
証
言
も
な
い
。
民
友
社
と
関
わ
っ
た
数
々
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
エ
ッ
セ
イ
に
、
何
ら
か
の

記
述
が
な
い
か
と
思
っ
て
探
し
た
が
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
群
馬
県
の
角
田
本
家
の
調

査
に
は
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
許
可
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
単
行
本
の
表
現
を
ひ
た
す
ら
凝
視
し
て
、
「
内
部
徴
証
」
と
し
て
は
、

す
べ
て
の
単
行
本
の
著
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
強
く
推
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
論
証
し

た
い
。

・
緑
亭
主
人
『
紫
式
部
』

明
治
二
十
九
年
十
一
月
五
日
　
　
　
民
友
社

・
緑
亭
主
人
『
清
少
納
言
』

明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
　
民
友
社

・
中
龍
児
『
詩
人
西
行
』

明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
　
民
友
社

・
緑
亭
主
人
『
雲
井
龍
雄
』

明
治
三
十
年
一
月
十
九
日
　
　
　
　
民
友
社

・
緑
亭
生
『
兼
好
法
師
』

明
治
三
十
年
四
月
二
十
二
日
　
　
　
民
友
社

・
角
田
柳
作
『
井
原
西
鶴
』

明
治
三
十
年
五
月
二
十
一
日
　
　
　
民
友
社

・
無
記
名
『
日
本
文
学
梗
概
』
明
治
三
十
年
七
月
二
十
三
日
　
　
　
民
友
社

「
緑
亭
主
人
」
と
「
緑
亭
生
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
の
で
、
そ
の

論
証
は
省
略
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
と
い
う
出
発
点
に
立
つ
。

最
初
に
、「
中
龍
児
」
と
い
う
筆
名
が
最
も
「
緑
亭
主
人
」
あ
る
い
は
「
緑
亭
生
」
と
は
見

た
目
が
離
れ
て
い
る
の
で
、「
中
龍
児
」
が
「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

た
い
。
こ
れ
が
証
明
で
き
れ
ば
、「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍
児
」
と
な
る
。

そ
の
次
に
は
、
角
田
柳
作
の
名
義
で
民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
著
書
で
あ
る
『
井
原

西
鶴
』
が
、「
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍
児
」
と
同
一
人
物
の
文
体
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍
児
」
と
な
り
、
主
要
な
証

明
が
終
わ
る
。

最
後
に
、
無
記
名
の
『
日
本
文
学
梗
概
』
が
、「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
＝
緑
亭
生
＝
中
龍

児
」
と
同
じ
著
者
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。

こ
れ
で
、
決
定
的
な
証
拠
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
本
稿
執
筆
の
主
要
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。

こ
の
証
明
が
終
わ
っ
た
後
で
、
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
紫
式
部
』
と
『
清
少
納
言
』
を
改

め
て
読
み
直
す
。
そ
し
て
、
角
田
柳
作
の
初
期
思
想
の
本
質
に
迫
り
た
い
。

で
は
、
中
龍
児
『
詩
人
西
行
』
が
、
他
の
単
行
本
と
一
致
す
る
箇
所
を
列
挙
し
て
ゆ
く
こ
と

に
す
る
。
最
初
に
『
詩
人
西
行
』
の
頁
数
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
な
い
し
キ
ー
概

念
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
他
書
に
表
れ
た
同
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
い
し
キ
ー
概
念
を
挙

げ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
中
龍
児
『
詩
人
西
行
』
が
、
緑
亭
主
人
の
著
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
ゆ
き
た
い
。
単
調
な
列
挙
作
業
を
、
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
１
）
一
頁
「
紅
花
緑
柳
」
は
、『
清
少
納
言
』
一
五
頁
な
ど
と
一
致
す
る
。「
紅
花
緑
柳
」
が
、

「
緑
亭
主
人
」
と
い
う
筆
名
・
戯
名
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た

い
。
同
時
に
、
そ
れ
が
四
字
熟
語
で
あ
る
こ
と
に
も
、
留
意
し
た
い
。
四
字
熟
語
は
書
き
手
の
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嗜
好
を
表
す
こ
と
が
多
く
、
書
き
手
の
書
き
癖
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
一
頁
・
五
頁
の
「
宇
宙
を
大
観
す
る
」
は
、『
兼
好
法
師
』
一
頁
や
『
清
少
納
言
』
八
七

頁
な
ど
に
あ
り
、
緑
亭
主
人
の
世
界
観
や
文
学
観
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
、『
兼

好
法
師
』
の
冒
頭
に
あ
る
こ
と
は
、
『
詩
人
西
行
』
の
冒
頭
部
に
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
。

冒
頭
部
で
の
書
き
始
め
方
の
一
致
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
宇
宙
を
大
観
す
る
と
い
う
発
想
は
、
緑
亭
主
人
に
限
ら
ず
、
民
友
社
の
基
本
思
想
で

も
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
民
友
社
関
係
者
は
英
文
学
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
て
、
ワ
ー
ズ

ワ
ー
ス
な
ど
の
自
然
観
を
踏
ま
え
る
の
に
対
し
て
、「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
は
「
日
本
の

古
典
文
学
（
古
代
文
学
）」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
民
友
社
の
メ
ン
バ
ー

の
中
で
、
唯
一
、
日
本
の
古
典
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
緑
亭
主
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
、
二
十
歳
の
青
年
だ
っ
た
と
い
う
の
が
、
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
だ
っ
た
。
東
京
専
門
学
校
が

「
英
語
」
だ
け
で
な
く
「
和
文
」
教
育
に
力
を
注
い
だ
結
果
、
角
田
柳
作
の
よ
う
な
逸
材
が
誕

生
し
得
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
三
頁
・
二
二
頁
・
六
六
頁
「
錦
心
Ò
腸
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
紫
式
部
』
二
四
頁
な

ど
に
無
数
に
あ
り
、
こ
れ
も
典
型
的
な
緑
亭
語
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
緑
亭
主
人
の
著
書
に
頻
出
す
る
特
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
こ
れ
か
ら
は
「
緑

亭
語
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
あ
る
い
は
「
緑
亭
詞
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、「
緑

亭
語
」
と
命
名
し
て
お
く
。
緑
亭
語
の
特
質
は
、
漢
語
の
使
い
方
で
あ
り
、
中
で
も
四
字
熟
語

で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
比
喩
表
現
の
多
用
で
あ
る
。

実
は
、「
錦
心
Ò
腸
」
と
い
う
緑
亭
語
の
初
出
は
、
東
京
専
門
学
校
卒
業
文
集
『
へ
だ
て
ぬ

と
も
』
の
序
文
で
あ
る
。
こ
の
名
文
を
、
わ
た
し
が
角
田
柳
作
の
執
筆
と
推
定
す
る
根
拠
の
一

つ
で
も
あ
る
。

（
４
）
三
頁
・
三
九
頁
「
金
声
玉
振
」
と
い
う
珍
し
い
四
字
熟
語
は
、『
紫
式
部
』
二
七
頁
・
三

九
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
５
）
五
頁
・
七
三
頁
で
、
西
行
法
師
の
道
心
が
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
先
天
的
な
も
の
」
と
す

る
の
は
、『
兼
好
法
師
』
一
三
頁
の
叙
述
と
完
全
に
一
致
す
る
。
人
間
の
道
心
が
、
先
天
的
な

も
の
か
後
天
的
な
も
の
か
と
い
う
認
識
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
書
き
手
の
思
想
の
根
幹

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。『
兼
好
法
師
』
と
『
詩
人
西
行
』
と
が
同
一
著
者
の
同
一
構
想
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。
緑
亭
主
人
の
複
数
の
著
書
に

は
、
思
想
の
混
乱
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
６
）
五
頁
「
覊
束
」
は
、
他
の
書
き
手
の
文
章
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
通
常
語
（
一
般
語
）

で
は
あ
る
が
、『
紫
式
部
』
二
二
頁
、『
兼
好
法
師
』
四
五
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
緑
亭
主
人
の
好

み
の
用
語
な
の
だ
ろ
う
。

（
７
）
西
行
の
二
十
三
歳
に
お
け
る
出
家
を
五
頁
で
「
第
二
の
変
身
」
と
述
べ
る
が
、
ま
さ
に

角
田
柳
作
も
満
二
十
歳
に
し
て
「
第
二
の
変
身
」
を
遂
げ
た
。
む
ろ
ん
、
単
行
本
を
量
産
す
る

文
筆
家
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
著
作
を
残
さ
な
い
教
育
者
へ
の
変
身
で
あ
る
。

（
８
）
七
頁
「
廷
寮
」
は
、
『
兼
好
法
師
』
二
頁
な
ど
に
あ
る
。
ど
ち
ら
も
朝
廷
に
奉
仕
す
る

「
宮
仕
え
」
を
意
味
し
て
い
る
。

（
９
）
九
頁
・
七
〇
頁
の
「
朝
紅
顔
、
夕
白
骨
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
四
九
頁
・
六
六
頁
な
ど
と

共
通
す
る
発
想
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
所
載
の
有
名
な
漢
詩
を
引
用
し
て
い
る
。

（
10
）
一
二
頁
「
灰
の
如
き
」、
お
よ
び
一
三
頁
「
死
灰
の
如
き
」
は
、『
清
少
納
言
』
六
七
頁

な
ど
に
も
あ
る
。
比
喩
表
現
（
特
に
直
喩
表
現
）
は
、
四
字
熟
語
と
並
ん
で
書
き
手
の
個
性
を

最
も
反
映
し
や
す
い
修
辞
で
あ
る
。
直
喩
表
現
の
一
致
は
、
そ
の
具
体
例
が
増
え
れ
ば
増
え
る

だ
け
、「
同
一
著
者
の
文
章
」
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
11
）
一
二
頁
「
花
の
如
く
雪
の
如
き
、
愛
女
」
や
四
〇
頁
の
「
高
潔
、
雪
の
如
く
」
は
、『
紫

式
部
』
一
四
頁
の
「
雪
の
如
く
高
潔
、
花
の
如
く
純
美
也
」
と
共
通
す
る
。
こ
れ
も
、
直
喩
表

現
が
一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

（
12
）
一
六
頁
「
柳
烟
」「
柳
糸
」
は
、
角
田
柳
作
の
好
ん
だ
表
現
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、「
柳

作
」
と
い
う
名
前
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、「
柳
」
と
い
う
漢
字
を
含
む
熟
語
を
愛
し
た
の
だ

ろ
う
。
角
田
柳
作
の
本
名
で
書
い
た
最
初
期
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
、「
柳
母
慈
母
」
が
あ
る
。
前

橋
中
学
の
同
窓
会
誌
に
書
い
た
も
の
だ
が
、
未
見
で
あ
る
。
な
お
、
『
詩
人
西
行
』
の
二
一

頁
・
四
〇
頁
で
は
、「
煙
柳
」。
四
〇
頁
で
は
、「
柳
条
」
と
も
あ
る
。

（
13
）
一
六
頁
「
山
水
秀
霊
の
地
、
能
く
偉
人
を
生
ず
」
は
、『
雲
井
龍
雄
』
一
頁
の
「
羽
北
の

山
河
。
巍
然
と
し
て
高
く
。
滾
々
と
し
て
長
し
。
秀
麗
天
を

す
る
も
の
あ
り
。
碧
流
深
淵
を

穿
つ
も
の
あ
り
。
山
の
霊
、
河
の
偉
、
共
に
是
れ
、
偉
人
傑
士
の
揺
籃
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
。

果
然
米
沢
の
地
。
一
偉
人
を
出
だ
す
」
と
い
う
文
章
と
一
致
す
る
。

な
お
、
民
友
社
の
影
響
を
受
け
て
廃
娼
運
動
を
展
開
し
た
『
上
毛
之
青
年
』
の
明
治
二
十
九

年
十
二
月
号
の
無
署
名
記
事
に
も
、
同
一
の
表
現
と
思
想
が
見
え
る
。
上
毛
は
、
古
来
、
山
紫

水
明
の
土
地
と
さ
れ
、
群
馬
出
身
の
角
田
柳
作
は
こ
の
思
想
を
幼
少
か
ら
培
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。『
上
毛
之
青
年
』
で
は
、
偉
人
を
出
す
べ
き
山
水
秀
麗
の
地
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

上
毛
か
ら
は
目
立
っ
た
文
学
的
偉
人
が
輩
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
書
き
手
は
嘆
い
て
い
る
。

こ
の
文
章
の
書
き
手
が
、
民
友
社
で
単
行
本
を
陸
続
と
し
て
出
版
中
の
「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主

人
」
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
角
田
柳
作
は
、「
上
毛
の
山

河
が
生
ん
だ
偉
人
と
し
て
、
こ
の
角
田
柳
作
が
い
る
ぞ
」
と
名
告
り
を
上
げ
て
い
る
の
だ
。
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（
14
）
一
九
頁
「
詩
想
」
は
、『
清
少
納
言
』
四
六
頁
に
も
あ
る
。
普
通
の
批
評
語
彙
で
は
あ
る

が
、
同
種
の
事
例
が
集
積
す
れ
ば
、
書
き
手
の
同
一
性
の
傍
証
に
は
な
る
。

（
15
）
二
〇
頁
・
六
二
頁
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、『
紫
式
部
』
五
頁
な
ど
に
あ
る
。
も

と
は
、
民
友
社
の
総
帥
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
の
用
語
か
と
思
わ
れ
る
。
緑
亭
主
人
は
、
徳
富
蘇
峰

に
学
び
、
そ
れ
を
吸
収
し
つ
つ
、
蘇
峰
の
視
野
に
い
な
い
「
日
本
の
古
代
」
を
踏
ま
え
て
、
独

自
の
批
評
基
準
を
確
立
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
古
代
文
明
論
に
お
い
て
、
角
田
柳
作

は
徳
富
蘇
峰
を
も
超
え
、
民
友
社
随
一
で
あ
る
。

（
16
）
二
一
頁
「
孤

」（
一
本
の
杖
と
い
う
意
味
）
は
、『
兼
好
法
師
』
一
七
頁
に
あ
る
だ
け

で
な
く
、
角
田
柳
作
の
「
辞
世
」
と
さ
れ
る
漢
詩
に
も
あ
る
。
二
十
歳
と
八
十
二
歳
と
で
、
同

じ
熟
語
を
用
い
た
こ
と
は
、
こ
の
「
孤

」
と
い
う
言
葉
が
、「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
の

心
の
奥
底
に
巣
食
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
一
言
で
言
え
ば
、「
旅
へ
の
誘
い
」
で
あ
る
。

日
本
・
ハ
ワ
イ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
、
角
田
柳
作
は
一
本
の
杖
を
引
い
て
旅
す
る
孤
独
な
旅

人
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
旅
に
生
き
旅
に
死
ん
だ
西
行
・
宗
Ç
・
芭
蕉
の
人
生
の
か
た
ち
で
あ
り
、

兼
好
伝
説
を
発
掘
し
た
角
田
柳
作
に
と
っ
て
は
兼
好
の
死
の
か
た
ち
で
も
あ
っ
た
。

（
17
）
二
五
頁
に
「
武
蔵
野
」
と
「
月
」
を
関
連
づ
け
た
文
章
が
あ
る
が
、『
紫
式
部
』
一
頁
の

「
紫
の
一
と
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
月
は
み
な
が
ら
哀
れ
と
ぞ
思
ふ
」
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
『
紫
式
部
』
の
古
歌
の
引
用
は
、
「
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
哀
れ
と
ぞ
思
ふ
」

が
正
し
く
、
緑
亭
主
人
は
記
憶
違
い
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
緑
亭
が
「
武
蔵
野
」
と
「
月
」

を
一
体
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
単
な
る
誤
植
と
は
、
考
え
な
い
。
武
蔵
野
の
月
が
、
原
か

ら
出
て
原
に
入
る
、
と
い
う
古
歌
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
18
）
二
五
頁
の
「
虫
声
喞
々
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
紫
式
部
』
七
九
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
19
）
二
九
頁
の
「
長
亭
短
亭
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
二
七
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
20
）
三
〇
頁
「
孤
鶴
白
雲
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
兼
好
法
師
』
三
三
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
21
）
三
〇
頁
か
ら
三
一
頁
に
か
け
て
の
「
末
ゑ
の
露
」
は
、『
兼
好
法
師
』
三
〇
頁
な
ど
に
も

あ
る
。
ど
ち
ら
も
、「
末
の
露
本
の
雫
や
世
の
中
の
後
れ
先
立
つ
た
め
し
な
る
ら
む
」
と
い
う

古
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
22
）
三
七
頁
で
、
西
行
を
め
ぐ
っ
て
巷
間
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
伝
説
」
を
一
概
に
退

け
ず
に
、
彼
の
人
間
性
を
端
的
に
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
て
考
察
す
る
の
は
、

『
兼
好
法
師
』
で
荒
唐
無
稽
と
さ
れ
る
兼
好
伝
説
を
、
水
谷
不
倒
の
批
判
に
か
か
わ
ら
ず
取
り

上
げ
た
姿
勢
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
説
の
中
に
真
実
を
見
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

（
23
）
四
〇
頁
の
「
千
里
の
天
空
、
一
転
の
雲
影
を
容
る
さ
ず
、
萬
頃
の
煙
波
、
半
波
の
浪
を

揚
げ
ず
」
は
、
角
田
柳
作
の
「
辞
世
の
漢
詩
」
の
中
に
見
え
る
「
青
空
東
海
に
連
な
る
」「
七

千
里
」
な
ど
と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
角
田
柳
作
の
セ
ル
フ
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
自

ら
を
西
行
に
擬
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
四
二
頁
「
鉄
中
の
鏘
々
た
る
も
の
」
と
い
う
慣
用
句
は
、『
紫
式
部
』
二
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
25
）
四
四
頁
・
五
一
頁
な
ど
の
「
炬
の
如
く
」
と
い
う
直
喩
表
現
は
、『
紫
式
部
』
三
八
頁
な

ど
に
あ
る
。

（
26
）
四
六
頁
か
ら
四
八
頁
に
か
け
て
、「
太
古
」
と
「
王
朝
」
の
二
つ
の
思
想
を
併
せ
持
つ
中

世
人
と
し
て
、
西
行
像
が
描
か
れ
る
。『
清
少
納
言
』
で
は
、「
王
朝
」
に
あ
っ
て
「
古
代
＝
太

古
」
の
精
神
を
体
現
し
て
い
た
清
少
納
言
像
が
描
か
れ
る
。
厳
密
に
は
少
し
違
っ
て
い
る
が
、

同
じ
よ
う
な
説
明
様
式
で
あ
り
、
同
一
の
思
考
パ
タ
ー
ン
が
表
れ
て
い
る
。

（
27
）
六
一
頁
の
「
煙
の
如
き
一
縷
の
命
脈
」
と
い
う
直
喩
表
現
は
、『
清
少
納
言
』
一
頁
と
似

る
。

（
28
）
六
五
頁
の
「
出
藍
の
誉
れ
」
と
い
う
諺
は
、『
井
原
西
鶴
』
七
一
頁
や
一
〇
八
頁
に
も
あ

る
。

（
29
）
七
〇
頁
の
「
方
丈
記
」
の
引
用
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
頁
に
も
あ
る
。

（
30
）
七
一
頁
の
「
酔
生
夢
死
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
井
原
西
鶴
』
七
〇
頁
・
一
六
七
頁
・

一
七
一
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

（
31
）
七
三
頁
「
東
海
」
は
、
角
田
柳
作
の
「
辞
世
の
漢
詩
」
に
あ
る
。

（
32
）
七
三
頁
で
西
行
を
「
寒
僧
」
と
述
べ
る
の
は
、『
兼
好
法
師
』
一
頁
で
兼
好
を
「
寒
法
師
」

と
述
べ
る
の
と
類
似
す
る
。

（
33
）
七
三
頁
で
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
仏
法
の
観
念
」
が
、
日
本
の
古
代
精
神
を
大
き

く
変
え
た
と
い
う
歴
史
観
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、『
清
少
納
言
』
一
〇
頁
な
ど
と
共
通
す

る
緑
亭
主
人
の
古
代
文
化
に
つ
い
て
の
基
本
認
識
で
あ
る
。

ま
た
、
後
年
の
角
田
柳
作
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
お
け
る
日
本
思
想
史
の
講
義
の
基
本
理
念

と
も
な
っ
て
い
る
。
角
田
柳
作
の
日
本
思
想
史
の
大
枠
は
、
二
十
歳
の
時
に
既
に
出
来
上
が
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
34
）
七
五
頁
で
「
煩
悩
」
を
「
煩
脳
」
と
誤
記
す
る
の
は
、『
紫
式
部
』
二
二
頁
と
同
じ
。
著

者
の
書
き
癖
か
、
印
刷
所
の
ミ
ス
か
、
二
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

（
35
）
七
八
頁
「
崇
高
絶
対
の
思
想
」
は
、『
清
少
納
言
』
六
頁
「
崇
高
の
観
念
」「
荘
重
の
理

想
」
と
類
似
す
る
。

（
36
）
七
九
頁
の
「
立
命
安
心
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
兼
好
法
師
』
四
七
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
37
）
九
六
頁
の
「
清
風
明
月
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
角
田
柳
作
の
「
辞
世
の
漢
詩
」
に
も

あ
る
。『
詩
人
西
行
』
で
は
、
西
行
法
師
が
死
を
迎
え
る
心
境
の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
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に
、
角
田
柳
作
も
、
死
を
目
前
に
し
て
、
西
行
法
師
の
「
清
風
明
月
」
の
心
境
を
自
分
の
も
の

と
し
て
実
感
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

な
お
、
既
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
角
田
柳
作
の
同
じ
辞
世
の
漢
詩
に
あ
る
「
青
空
東
海
」
の

「
東
海
」
と
い
う
言
葉
も
、『
詩
人
西
行
』
七
三
頁
や
、『
井
原
西
鶴
』
一
〇
七
頁
に
あ
る
。「
青

空
」
は
、「
碧
空
」
な
ど
と
し
て
、
諸
書
に
見
え
る
。

以
上
の
点
か
ら
、『
詩
人
西
行
』
を
著
し
た
「
中
龍
児
」
は
、「
緑
亭
主
人
」
と
名
告
る
人
物

と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
に
証
明
で
き
た
と
考
え
る
。

な
お
、『
詩
人
西
行
』
奥
付
に
は
、
著
者
の
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
東
京
市
芝
区
伊
皿

子
町
五
十
八
番
地
」
で
あ
る
。
こ
の
住
所
は
、
角
田
柳
作
が
本
名
で
『
井
原
西
鶴
』
を
著
し
た

時
の
奥
付
の
住
所
で
あ
る
「
東
京
市
本
郷
区
駒
込
追
分
町
七
十
二
番
地
　
内
田
方
」
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

東
京
専
門
学
校
在
学
中
、
お
よ
び
卒
業
直
後
の
角
田
柳
作
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
何
も
証

明
す
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
、
緑
亭
主
人
名
義
で
著
し
た
『
雲
井
龍
雄
』
の
巻
末
に
付
さ
れ

た
「
備
考
」
で
は
、
著
者
自
ら
が
あ
る
日
、
芝
二
本
松
の
上
行
寺
と
円
心
寺
を
訪
ね
て
、
雲
井

龍
雄
の
旧
跡
を
探
し
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
気
づ
く
の
は
、
芝
の
伊
皿
子
町

と
二
本
松
と
が
、
歩
い
て
す
ぐ
の
地
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
詩
人
西
行
』
は
明
治
二
十
九
年
十
二
月
、『
雲
井
龍
雄
』
は
明
治
三
十
年
一
月
、
そ
し
て

『
井
原
西
鶴
』
は
明
治
三
十
年
五
月
で
あ
る
。
角
田
柳
作
は
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
の

初
め
に
か
け
て
、
芝
区
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
後
、
五
月
ま
で
に
駒
込
に
転
居
し
た
、
と
考
え

る
と
納
得
で
き
る
。

４
　
角
田
柳
作
『
井
原
西
鶴
』
と
、
緑
亭
主
人
名
義
の
著
作
と
の
一
致
点

そ
れ
で
は
、
本
稿
の
最
も
大
切
な
論
点
に
移
ろ
う
。
「
緑
亭
主
人
」
「
緑
亭
生
」
「
中
龍
児
」

と
い
う
三
つ
の
筆
名
を
駆
使
し
た
人
物
の
本
名
は
「
角
田
柳
作
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
推
定
の

根
拠
を
列
挙
し
て
ゆ
き
た
い
。

そ
れ
は
、
角
田
柳
作
名
義
で
著
し
た
『
井
原
西
鶴
』
と
、
他
の
著
作
群
と
の
表
現
・
思
想
の

一
致
点
・
類
似
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
証
明
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
に

指
摘
し
た
類
似
点
が
重
複
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
問
題
に
お
け
る
「
類

似
例
数
」
を
漏
ら
さ
ず
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
重
複
を
避
け
な
か
っ
た
。
諒
と
さ
れ

た
い
。

以
下
で
「
緑
亭
語
」
と
呼
ぶ
の
は
、
角
田
柳
作
の
著
作
に
頻
出
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、

彼
が
属
し
た
民
友
社
の
人
々
の
著
述
に
頻
出
す
る
「
民
友
社
語
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
「
民

友
社
語
」
は
角
田
柳
作
以
外
の
民
友
社
関
係
者
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
字
熟
語
や

比
喩
表
現
を
頻
出
さ
せ
、
漢
文
調
で
格
調
高
く
、
同
時
に
外
来
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
多
用
す
る
と

い
う
独
特
な
文
体
は
、
ま
さ
に
「
緑
亭
語
」
の
世
界
で
あ
る
。
「
角
田
柳
作
」
と
い
う
文
学

者
・
思
想
家
の
強
烈
な
個
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
彼
は
、
既
に
二
十
歳
に
し
て
、
自
分
の
世
界
を

構
築
し
お
え
て
い
る
。

（
１
）
序
文
二
頁
や
本
文
一
六
三
頁
に
見
え
る
「
鬱
勃
」
は
、『
紫
式
部
』
二
八
頁
な
ど
に
あ
り
、

緑
亭
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
す
な
わ
ち
、
緑
亭
語
で
あ
る
。
著
者
の
心
に
抱
え
込
ま
れ
た
「
鬱
勃
」

の
情
が
、
文
学
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

（
２
）
序
文
三
頁
の
「
本
書
で
は
西
鶴
の
長
所
だ
け
で
な
く
、
欠
点
も
書
く
」
と
い
う
決
意
は
、

『
清
少
納
言
』
一
一
四
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
マ
コ
ー
レ
ー
の
言
葉
と
一
致
す
る
。
人
物
評
伝

は
、
論
じ
る
対
象
の
人
物
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
双
方
を
描
き
込
ん
で
初
め
て
、
一
流
の
も

の
な
る
と
い
う
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
点
を
誠
実
に
実
践
し
た
角
田
柳
作
は
、
井
原
西
鶴
と

い
う
人
物
の
プ
ラ
ス
面
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
面
を
多
く
指
弾
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
清

少
納
言
の
場
合
に
は
、
プ
ラ
ス
面
が
多
か
っ
た
の
だ
が
。

そ
れ
が
、
井
原
西
鶴
の
近
代
性
を
高
く
評
価
す
る
国
文
学
者
た
ち
の
反
発
を
買
い
、『
井
原

西
鶴
』
は
西
鶴
研
究
の
最
初
の
単
行
本
な
が
ら
、
そ
の
価
値
が
学
界
か
ら
黙
殺
さ
れ
る
結
果
を

招
い
た
。
国
文
学
者
が
高
く
評
価
す
る
西
鶴
の
「
写
実
性
」
は
、
角
田
柳
作
の
目
に
は
頽
廃
し

た
時
代
へ
の
埋
没
と
映
る
。

（
３
）
本
文
一
頁
で
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
の
冒
頭
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
詩
人

西
行
』
七
〇
頁
な
ど
と
重
な
る
。
余
談
な
が
ら
、
ま
だ
大
福
光
寺
本
が
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、『
方
丈
記
』
の
文
章
は
、
現
在
の
高
校
生
が
古
文
の
時
間
に
学
習
す
る
文
と
は
違
い
、

い
わ
ゆ
る
「
流
布
本
」
系
統
に
属
す
る
。
夏
目
漱
石
が
、
大
学
生
時
代
に
英
訳
し
た
『
方
丈
記
』

も
ま
た
、
流
布
本
だ
っ
た
。

（
４
）
二
頁
の
「
卓

風
発
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
紫
式
部
』
一
二
頁
、
お
よ
び
『
清
少
納

言
』
三
六
頁
・
八
一
頁
、
さ
ら
に
は
『
雲
井
龍
雄
』
二
頁
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
緑
亭
語
」
で
あ

る
。

（
５
）
三
頁
の
「
底
の
」
は
、
普
通
に
は
「
体
の
」
と
書
く
と
こ
ろ
。
こ
の
「
底
」
は
、『
紫
式

部
』
三
八
頁
な
ど
に
あ
る
。「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
」
の
書
き
癖
だ
ろ
う
。
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（
６
）
三
頁
・
七
一
頁
・
一
〇
九
頁
の
「
出
藍
の
誉
れ
」
と
い
う
諺
は
、『
西
行
法
師
』
六
五
頁

な
ど
に
あ
る
。

（
７
）
三
頁
の
「
鉄
中
の
錚
々
た
る
も
の
」
と
い
う
慣
用
句
は
、『
紫
式
部
』
三
頁
な
ど
に
あ
る
。

諺
と
言
い
、
慣
用
句
と
言
い
、
四
字
熟
語
と
同
じ
く
、
書
き
手
の
教
養
を
示
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル

で
あ
る
。

（
８
）
六
頁
に
、「
八
州
」
と
あ
る
。『
詩
人
西
行
』
の
二
五
頁
や
三
三
頁
な
ど
に
も
、「
関
八
州
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
関
八
州
」
は
関
東
と
い
う
意
味
で
な
く
、「
日
本
中
」
と

い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
関
八
州
＝
八
州
」。
す
な
わ
ち
、『
井
原
西
鶴
』
の

用
例
と
一
致
し
て
い
る
。

（
９
）
一
二
頁
の
「
文
界
」
は
、『
清
少
納
言
』
一
頁
・
三
頁
・
九
三
頁
な
ど
に
あ
る
。
類
義
語

の
「
文
海
」
は
、『
紫
式
部
』
一
一
九
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
10
）
一
二
頁
・
五
三
頁
・
九
三
頁
に
見
え
る
「
千
紫
万
紅
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
紫
式
部
』

で
も
二
頁
な
ど
に
、『
清
少
納
言
』
で
も
二
〇
頁
な
ど
に
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
詩
人
西

行
』
一
七
五
頁
に
も
、
類
義
語
の
「
千
紫
百
紅
」
が
あ
る
。

角
田
柳
作
が
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
て
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
『
書
斎
・
学
校
・
社
会
』
の
一

七
五
頁
に
も
あ
る
。
典
型
的
な
「
緑
亭
語
」
で
あ
る
。

（
11
）
一
三
頁
や
一
九
頁
の
「
梗
概
」
と
い
う
語
は
、
角
田
柳
作
の
著
書
と
強
く
推
定
さ
れ
る

『
日
本
文
学
梗
概
』
と
も
響
き
合
う
。
『
紫
式
部
』
一
三
〇
頁
以
降
に
も
、
「
源
氏
物
語
梗
概
」

が
付
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
切
で
あ
る
。「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」
は
、
必
ず
古
典
文
学

作
品
の
梗
概
を
示
し
て
か
ら
、
そ
の
本
質
を
説
き
始
め
る
。

作
品
の
要
約
、
す
な
わ
ち
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
は
、
書
き
手
の
理
解
力
と
読
解
力
と
が
、
正
直

に
反
映
す
る
。
緑
亭
主
人
の
梗
概
の
仕
方
は
、
あ
る
意
味
で
は
退
屈
だ
が
、
簡
潔
で
あ
る
。

（
12
）
一
四
頁
で
「
局
所
」
と
「
全
編
」
と
を
対
比
さ
せ
て
作
品
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
本
書

の
九
五
頁
や
一
三
八
頁
に
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、『
清
少
納
言
』
七
二
頁
な
ど
に
も
見
ら

れ
る
。
角
田
柳
作
の
根
本
的
な
文
学
観
の
問
題
で
あ
る
。
全
体
は
局
部
の
中
に
宿
り
、
局
部
は

全
体
を
凝
縮
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た
個
別
の
人
物
の
評
伝
を

書
き
記
す
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
全
体
が
辿
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
13
）
一
六
頁
に
『
源
氏
物
語
』
の
「
雲
が
く
れ
」
の
巻
の
論
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。

巻
名
の
み
残
り
本
文
が
残
ら
な
い
雲
隠
巻
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

角
田
柳
作
名
義
の
『
井
原
西
鶴
』
の
趣
旨
は
、
緑
亭
主
人
名
義
の
『
紫
式
部
』
六
八
頁
と
一
致

し
て
い
る
。

（
14
）
一
六
頁
の
「
活
動
」
と
い
う
語
は
、『
紫
式
部
』
四
二
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
精
神
活
動
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）
一
七
頁
の
「
宇
治
十
帖
」
と
「
正
編
」
の
対
比
は
、『
紫
式
部
』
七
〇
頁
か
ら
七
三
頁
ま

で
の
記
述
と
重
な
る
。
宇
治
十
帖
を
「
悲
観
的
」
で
も
の
悲
し
い
世
界
と
規
定
し
て
お
り
、

『
源
氏
物
語
』
の
全
体
像
に
対
す
る
大
局
的
な
把
握
が
、
角
田
柳
作
名
義
と
緑
亭
主
人
名
義
と

で
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
16
）
一
八
頁
「
呪
へ
し
」
は
、「
呪
ひ
し
」
が
正
し
い
が
、
動
詞
の
活
用
形
の
間
違
い
は
、
彼

が
上
州
人
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
動
詞
の
活
用
形
の
混
同
は
、
緑
亭
主
人
名
義
の
諸
書
に
見
え
る
。

（
17
）
二
五
頁
や
三
九
頁
に
、
「
百
尺
竿
灯
一
歩
を
進
め
る
」
と
い
う
諺
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
諺
は
、『
紫
式
部
』
六
九
頁
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
18
）
三
一
頁
の
「
松
柏
の
ひ
と
り
青
き
が
如
く
」
と
い
う
直
喩
表
現
は
、『
兼
好
法
師
』
六
五

頁
な
ど
と
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

（
19
）
三
二
頁
の
「
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
」
と
い
う
直
喩
表
現
は
、
よ
く
あ
る
措
辞
で
は
あ
る
。

た
だ
し
、『
兼
好
法
師
』
一
五
頁
や
『
雲
井
龍
雄
』
四
五
頁
な
ど
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
考
え

れ
ば
、
角
田
柳
作
の
書
き
癖
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

（
20
）
三
二
頁
の
「
連
璧
趙
玉
」
は
、『
清
少
納
言
』
一
〇
〇
頁
や
『
詩
人
西
行
』
四
三
頁
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
「
卞
和
の
玉
」
と
同
じ
璧
を
意
味
し
て
い
る
。

（
21
）
三
三
頁
の
「
ペ
ル
ソ
ナ
リ
チ
ー
」
は
、『
紫
式
部
』
一
〇
六
頁
と
一
致
。
外
来
語
の
分
析

用
語
は
、
角
田
柳
作
が
東
京
専
門
学
校
で
学
ん
だ
坪
内
逍
遙
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
し
、
民
友

社
の
徳
富
蘇
峰
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

（
22
）
三
五
頁
や
一
〇
〇
頁
の
自
然
観
は
、『
兼
好
法
師
』
四
七
頁
な
ど
と
一
致
す
る
だ
け
で
な

く
、
角
田
柳
作
の
日
本
人
の
心
の
歴
史
に
対
す
る
基
本
認
識
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
の
文
学

者
・
思
想
家
を
論
ず
る
場
合
で
も
、
必
ず
古
代
に
ま
で
遡
っ
て
日
本
人
の
心
性
と
自
然
観
を
説

き
始
め
、
そ
れ
が
王
朝
・
中
世
・
近
世
で
ど
う
な
っ
た
か
を
、
大
胆
に
見
通
し
て
し
ま
う
。
ま

た
、「
古
代
の
心
性
の
復
活
」
と
し
て
清
少
納
言
を
位
置
づ
け
た
り
、
古
代
精
神
の
部
分
的
な

復
活
と
し
て
西
行
を
評
価
す
る
姿
勢
と
も
通
じ
る
。

古
代
人
の
心
性
を
端
的
に
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
日
月
星
辰
、
山
川
草
木
」
へ
の
畏
怖
の

念
で
あ
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
回
想
に
も
、
角
田
柳
作
が
古
代
人
の
太
陽
や
山
な
ど
に
対

す
る
尊
敬
の
念
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
講
義
で
強
調
し
て
や
ま
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。

（
23
）
三
五
頁
の
「
肉
」
は
、『
兼
好
法
師
』
四
〇
頁
な
ど
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

（
24
）
四
二
頁
の
「
二
個
の
中
心
点
」
は
、『
兼
好
法
師
』
四
三
頁
な
ど
と
一
致
す
る
。
要
す
る

に
、
楕
円
形
的
な
世
界
観
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
を
単
一
の
中
心
で
説
明
せ
ず
に
、
対
立
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す
る
二
つ
の
価
値
観
の
H
藤
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
晩
年
の
角
田
柳
作
は
、
母
校
・
前
橋
高
校
で
行
っ
た
講
演
で
、「
三
」
と
い
う
数
字

の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
青
年
期
の
二
項
対
立
的
な
世
界
観
か
ら
、
彼
が
思
索
の
末
に
脱

却
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
25
）
四
六
頁
の
「
趣
味
」
は
、『
紫
式
部
』
八
頁
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
26
）
四
九
頁
「
老
ひ
」
は
、
ヤ
行
の
「
老
い
」
が
正
し
い
仮
名
遣
い
だ
が
、『
雲
井
龍
雄
』
一

五
頁
な
ど
で
も
「
老
ひ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
…
…
に
お
い
て
お
や
」
と
誤
記
し
た
箇
所
も
、

諸
書
に
見
え
る
。
歴
史
的
か
な
づ
か
い
の
間
違
い
方
に
お
い
て
も
、
緑
亭
名
義
と
角
田
柳
作
名

義
と
で
共
通
し
て
い
る
の
が
、
興
味
深
い
。

（
27
）
四
九
頁
や
一
四
四
頁
の
「
朝
露
夕
電
」
は
、『
兼
好
法
師
』
四
四
頁
・
四
六
頁
な
ど
に
あ

る
。

（
28
）
四
九
頁
・
六
六
頁
の
「
紅
顔
」
と
「
白
骨
」
の
対
比
に
よ
る
無
常
観
の
表
出
は
、『
詩
人

西
行
』
九
頁
な
ど
と
内
容
的
に
一
致
す
る
。

（
29
）
五
一
頁
の
「
武
蔵
野
の
月
」
は
、『
紫
式
部
』
一
頁
な
ど
と
一
致
し
て
い
る
。

（
30
）
五
九
頁
・
八
八
頁
・
一
四
六
頁
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
悲
哀
」
と
「
滑
稽
」
の
対
比
は
、

『
紫
式
部
』
五
八
頁
に
も
見
ら
れ
る
。
坪
内
逍
遙
の
影
響
だ
ろ
う
。

（
31
）
六
〇
頁
の
「
冷
観
」
と
い
う
言
葉
は
、『
清
少
納
言
』
七
五
頁
の
「
冷
評
」
と
近
い
。

（
32
）
六
二
頁
の
「
乱
麻
」
は
、『
雲
井
龍
雄
』
一
頁
に
も
あ
り
。

（
33
）
六
五
頁
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
一
見
す
る
と
不
道
徳
だ
が
、
真
実
の
と
こ
ろ
は
道
徳
的

で
あ
る
」
と
い
う
逆
説
は
、『
紫
式
部
』
一
三
〜
一
四
頁
に
も
あ
る
。
緑
亭
主
人
の
『
源
氏
物

語
』
観
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『
紫
式
部
』
と
い
う
書
物
は
、
男
女
関
係

が
退
廃
的
な
時
代
に
あ
っ
て
も
高
潔
を
保
っ
た
紫
式
部
を
称
賛
し
、『
井
原
西
鶴
』
は
退
廃
的

な
時
代
に
あ
っ
て
本
人
も
退
廃
し
た
西
鶴
を
批
判
す
る
と
い
う
、
対
照
的
な
主
題
を
も
っ
て
い

た
。
両
著
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
構
想
さ
れ
、
緑
亭
主
人
の
「
日
本
文
学
全
史
」
を
完
成
さ
せ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
紫
式
部
』
の
裏
返
し
が
、『
井
原
西
鶴
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
著
は
同
じ
文
学
観
の
反

映
で
あ
る
。

（
34
）
六
六
頁
の
「
咨
嗟
」
は
、『
詩
人
西
行
』
三
一
頁
の
「

嗟
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

（
35
）
六
九
頁
に
見
え
る
「
青
柳
」
と
い
う
言
葉
は
、「
緑
亭
」
と
い
う
筆
名
と
関
わ
る
と
思
わ

れ
る
。

（
36
）
六
九
頁
の
「
極
真
極
美
の
霊
境
」
と
い
う
言
葉
は
、『
紫
式
部
』
の
テ
ー
マ
と
一
致
す
る
。

観
念
的
・
抽
象
的
な
美
学
で
あ
り
、
民
友
社
の
若
者
た
ち
が
熱
に
浮
か
れ
た
よ
う
に
用
い
た
言

葉
で
あ
る
。
た
だ
し
、
角
田
柳
作
は
、
こ
の
観
念
を
「
日
本
人
の
古
代
精
神
」
と
し
て
位
置
づ

け
る
。
こ
の
点
が
、
他
の
評
論
家
た
ち
と
違
っ
て
い
る
。

（
37
）
七
〇
頁
や
七
一
頁
の
「
酔
生
夢
死
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
詩
人
西
行
』
七
一
頁
な
ど

と
一
致
す
る
。

（
38
）
七
五
頁
で
、
西
鶴
を
指
し
て
「
徳
川
文
壇
小
説
家
の
殿
」
と
言
う
の
は
、『
兼
好
法
師
』

三
一
頁
で
兼
好
法
師
を
指
し
て
「
殿
将
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
一
致
す
る
。「
さ
き
が
け
」
の
美
学

で
は
な
く
、「
し
ん
が
り
」
の
美
学
で
あ
る
。

（
39
）
八
一
頁
の
「
雁
」
は
、『
詩
人
西
行
』
一
六
頁
と
少
し
似
て
い
る
。
東
京
専
門
学
校
の
卒

業
文
集
で
も
、
友
人
た
ち
の
集
合
を
「
雁
行
」
に
喩
え
て
い
た
。

（
40
）
八
三
頁
「
あ
さ
ぢ
う
の
宿
」
は
、
『
紫
式
部
』
の
蓬
生
の
巻
の
論
と
重
な
る
。
た
だ
し
、

正
確
な
仮
名
遣
い
で
は
、「
あ
さ
ぢ
ふ
の
宿
」
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
の

混
乱
は
、
角
田
柳
作
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
明
治
時
代
全
体
の
特
質
で
あ
る
。
だ
が
、
角

田
の
書
き
癖
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
指
摘
し
て
お
く
。

（
41
）
八
三
頁
の
「
富
岳
」
は
、『
詩
人
西
行
』
二
四
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
富
士
山
の

こ
と
で
あ
る
。

（
42
）
八
五
頁
や
一
一
四
頁
に
使
わ
れ
て
い
る
「

翔
」
と
い
う
難
し
い
熟
語
は
、『
雲
井
龍
雄
』

一
五
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
角
田
柳
作
が
東
京
専
門
学
校
で
学
ん
だ
漢
文
学
の

講
義
で
学
習
・
記
憶
し
た
漢
語
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
43
）
八
八
頁
の
「
鬼
神
を
ふ
る
は
せ
」
は
、『
紫
式
部
』
一
頁
と
類
似
す
る
。

（
44
）
九
四
頁
の
「
黒
雲
」
は
、『
雲
井
龍
雄
』
一
九
頁
に
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
平
凡
な
熟
語

で
も
、
角
田
柳
作
と
緑
亭
主
人
の
同
一
性
を
証
明
す
る
用
例
に
な
る
と
思
う
の
で
、
数
え
た
て

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
45
）
九
四
頁
の
「
駘
蕩
た
る
春
風
」
は
、『
紫
式
部
』
六
一
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
角
田
柳
作
の

卒
業
文
集
『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
に
も
、
あ
る
。
空
っ
風
の
厳
し
い
群
馬
県
の
渋
川
で
育
っ
た
角

田
は
、「
春
」
に
寄
せ
る
思
い
を
「
駘
蕩
」
と
い
う
漢
字
熟
語
で
表
現
し
て
い
る
。

（
46
）
九
六
頁
の
「
多
血
多
情
」
は
、『
兼
好
法
師
』
一
五
頁
な
ど
と
類
似
す
る
。
角
田
も
ま
た
、

青
春
の
熱
き
血
を
滾
ら
せ
て
、
文
芸
批
評
を
展
開
し
て
い
た
。

（
47
）
九
九
頁
の
「
花
は
自
ら
紅
く
柳
は
自
ら
暗
く
」
と
い
う
慣
用
句
は
、『
清
少
納
言
』
一
五

頁
な
ど
に
あ
る
「
花
は
紅
、
柳
は
緑
」
と
も
関
連
し
、「
緑
亭
」
と
い
う
筆
名
の
由
来
を
示
す

も
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。

一
八
一
頁
の
「
楊
柳
」
も
、『
清
少
納
言
』
四
頁
や
『
雲
井
龍
雄
』
五
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
48
）
一
〇
五
頁
や
一
五
五
頁
な
ど
の
『
源
氏
物
語
』
へ
の
言
及
は
、『
紫
式
部
』
で
の
叙
述
と
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基
本
的
に
重
な
る
。
た
だ
し
、
半
年
前
の
『
紫
式
部
』
か
ら
新
た
に
考
察
を
深
め
た
点
も
、
多

い
。
半
年
間
に
六
冊
も
た
て
つ
づ
け
に
本
を
著
し
た
角
田
柳
作
の
「
執
筆
行
為
を
通
し
て
の
思

索
の
深
ま
り
」
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
49
）
一
〇
五
頁
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
へ
の
言
及
は
、『
清
少
納
言
』
で
の
叙
述
と
基
本
的
に

重
な
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
に
引
用
さ
れ
た
章
段
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
井
原
西
鶴
』
一
〇

六
頁
の
「
祭
の
頃
は
」
の
段
は
、『
清
少
納
言
』
で
は
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
が
若
干
気

に
な
る
。

（
50
）
一
〇
七
頁
「
東
海
」
は
、
角
田
柳
作
の
辞
世
の
漢
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
東
海
」
と
重
な

る
。

（
51
）
一
一
〇
頁
の
「S

im
p

le
」
と
い
う
外
来
語
は
、『
紫
式
部
』
六
七
頁
の
「
モ
ノ
ト
ナ
ス
」

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。

（
52
）
一
一
六
頁
で
西
鶴
の
文
学
を
「
夏
」
と
い
う
季
節
に
喩
え
る
の
は
、『
雲
井
龍
雄
』
八
八

頁
と
似
る
。
夏
と
冬
の
二
項
対
立
図
式
の
中
で
の
「
夏
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

（
53
）
一
一
八
頁
「
人
は
依
然
と
し
て
四
肢
の
蠢
虫
」
と
あ
る
隠
喩
表
現
は
、『
詩
人
西
行
』
五

頁
な
ど
の
「
蠕
虫
」
と
類
似
す
る
。

（
54
）
一
一
九
頁
の
「
一
粟
」
と
い
う
漢
語
は
、『
詩
人
西
行
』
六
七
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

（
55
）
一
二
〇
頁
の
「
不
如
意
」
と
い
う
言
葉
は
、『
紫
式
部
』
四
〇
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

（
56
）
一
二
一
頁
の
「
胡
風
一
陣
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
雲
井
龍
雄
』
一
二
一
頁
な
ど
と
類

似
す
る
。

（
57
）
一
二
三
頁
の
「
空
爵
」
は
、『
詩
人
西
行
』
六
三
頁
な
ど
の
「
仮
爵
」
と
同
じ
意
味
で
あ

る
。
人
間
の
最
終
的
な
幸
福
は
、「
空
し
い
官
位
官
職
」
で
は
な
く
、
精
神
的
な
満
足
感
な
の

だ
、
と
い
う
幸
福
感
の
表
明
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
最
後
ま
で
世
俗
的
な
立
身
出
世
を
求
め
な
か

っ
た
角
田
柳
作
の
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
58
）
一
二
三
頁
で
の
「
鎌
倉
公
」（
源
頼
朝
）
に
対
す
る
低
い
評
価
は
、『
雲
井
龍
雄
』
八
五

頁
な
ど
と
一
致
す
る
歴
史
観
・
人
物
観
で
あ
る
。
ま
た
、
緑
亭
主
人
の
小
説
『
花
源
氏
』
が
、

源
氏
の
遺
児
を
描
い
て
い
る
こ
と
と
対
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
59
）
一
二
三
頁
で
豊
臣
秀
吉
を
「
猿
面
冠
者
」
と
呼
ぶ
の
は
、『
雲
井
龍
雄
』
八
六
頁
と
類
似

す
る
。

（
60
）
一
二
五
頁
の
「
絶
叫
」
と
い
う
熟
語
は
、
よ
く
あ
る
普
通
語
だ
が
、『
兼
好
法
師
』
四
五

頁
や
『
詩
人
西
行
』
八
一
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
角
田
柳
作
の
、
書
き
癖
で
あ
ろ
う
。

（
61
）
一
二
七
頁
の
「
長
亭
短
亭
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
詩
人
西
行
』
二
九
頁
な
ど
に
も
あ

る
。

（
62
）
一
二
九
頁
の
「
紅
燈
銀
燭
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
清
少
納
言
』
二
七
頁
な
ど
に
も
あ

る
。

（
63
）
一
三
四
頁
の
「
蹉

」
と
い
う
漢
語
は
、『
紫
式
部
』
三
二
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

（
64
）
一
三
七
頁
の
「
慈
母
愛
児
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
同
書
の
五
〇
頁
に
も
あ
る
が
、『
清

少
納
言
』
一
六
頁
な
ど
と
共
通
す
る
。
幼
く
し
て
実
母
と
死
別
し
た
角
田
柳
作
の
「
母
へ
の
思

い
」
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ハ
ワ
イ
時
代
の
角
田
柳
作
は
、「
柳
母
学

人
」
と
い
う
筆
名
を
使
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

（
65
）
一
四
〇
頁
の
「
婦
道
」
は
、『
紫
式
部
』
一
五
頁
や
一
二
七
頁
な
ど
に
も
あ
る
「
婦
徳
」

と
同
義
語
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『
家
庭
雑
誌
』
誌
上
や
、
そ
の
別
冊
付
録
で
、
婦
女
子
の
教

訓
と
し
て
「
婦
道
」
の
見
本
と
し
て
の
紫
式
部
や
清
少
納
言
に
つ
い
て
語
る
の
が
、
角
田
柳
作

の
著
述
活
動
の
出
発
点
だ
っ
た
。

（
66
）
一
四
二
頁
の
「
紅
熱
」
と
い
う
熟
語
は
、『
紫
式
部
』
一
〇
七
頁
に
も
あ
る
。

（
67
）
一
四
三
頁
の
「
ひ
た
ず
ら
に
」
は
、「
い
た
ず
ら
に
」
の
間
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お

そ
ら
く
誤
植
で
は
な
く
て
、
北
関
東
出
身
の
角
田
柳
作
の
言
語
感
覚
（
訛
り
）
の
な
せ
る
わ
ざ

な
の
で
は
な
い
か
。

「
い
」
と
「
ひ
」
の
混
同
は
、
『
兼
好
法
師
』
一
一
頁
や
三
四
頁
な
ど
に
も
あ
る
。
ま
た
、

「
し
」
と
「
ひ
」
の
混
同
は
、『
清
少
納
言
』
一
八
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

以
上
、
六
十
七
の
類
似
箇
所
を
数
え
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
、「
角
田
柳

作
」
は
、「
緑
亭
主
」「
緑
亭
主
人
」「
中
龍
児
」
で
あ
る
、
と
断
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ほ
ど
似
通
っ
た
文
体
を
、
別
人
が
書
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
が
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
る
。

今
は
、
言
葉
に
絞
っ
て
類
似
点
を
あ
げ
る
に
留
め
た
が
、
も
し
も
全
体
を
通
読
し
て
み
た
ら
、

「
類
似
」
の
印
象
は
限
り
な
く
高
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
、「
内
部
徴
表
」
あ
る
い
は
「
表
現
論
」
で
は
、
緑
亭
主
人
の
本
名
が
角
田
柳
作
で

あ
る
こ
と
は
、
限
り
な
く
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
蓋
然
性
で
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
『
日
本
文
学
梗
概
』
の
著
者
は
、
角
田
柳
作
で
あ
る

こ
こ
で
、
著
者
名
を
明
記
し
な
い
『
日
本
文
学
梗
概
』
が
、
緑
亭
主
人
・
緑
亭
主
・
中
龍
児

名
義
の
著
書
と
同
じ
よ
う
に
、
角
田
柳
作
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
論
拠
を
、
示
し
て
お
こ
う
。

本
書
の
圧
巻
は
、
全
体
の
約
半
分
の
紙
数
を
費
や
し
た
『
古
事
記
』
の
梗
概
で
あ
る
。
著
者
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は
、
神
の
名
前
や
記
紀
歌
謡
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
、
解
説
し
て
ゆ
く
。
後
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
の
講
義
に
お
い
て
、
角
田
柳
作
は
神
話
に
登
場
す
る
神
々
の
名
前
を
重
視
し
た
と
い
う
。

そ
の
姿
勢
が
、
早
く
も
『
日
本
文
学
梗
概
』
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
緑
亭
主
人
の
本
質
で
あ
る
「
古
代
精
神
の
賛
美
」
も
ま
た
、
独

自
の
緑
亭
語
を
用
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
竹
取
物
語
』
に
つ
い
て
論
じ
た
八
五
頁

の
「
古
代
志
想
の
純
潔
」（「
古
代
思
想
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
）、「
霊
筆
自
在
」
と
い
う
言
葉
は
、

緑
亭
主
人
の
文
体
・
語
彙
と
一
致
す
る
。

ま
た
、『
古
事
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
一
〇
四
頁
で
、
古
代
思
想
が
「
純
情
」「
高
潔
」
で
あ

る
と
す
る
点
、
ま
た
「
花
の
如
く
雪
の
如
き
、
高
潔
」
と
す
る
比
喩
表
現
は
、
典
型
的
な
緑
亭

語
で
あ
る
。

短
い
解
説
の
後
に
つ
づ
く
長
い
梗
概
部
分
は
、
い
さ
さ
か
退
屈
で
あ
る
が
、
解
説
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
こ
の
著
作
が
紛
れ
も
な
く
「
角
田
柳
作
＝
緑
亭
主
人
」
だ
と
認
定
で
き
る
の
で
あ

る
。

６
　
緑
亭
主
人
『
紫
式
部
』
の
表
現
と
思
想

角
田
柳
作
の
最
初
の
著
作
と
推
定
さ
れ
る
『
紫
式
部
』
の
文
体
的
特
色
と
し
て
は
、
何
よ
り

も
漢
字
四
字
の
熟
語
が
頻
出
し
、
格
調
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
学
史
的
把
握
と
し
て
は
、「
古
代
」
の
日
月
星
辰
・
山
川
草
木
に
霊
性
を
見
出
す

日
本
人
の
本
性
か
ら
説
き
始
め
る
、
大
き
な
視
野
が
指
摘
で
き
る
。
か
つ
、
王
朝
・
鎌
倉
時

代
・
室
町
時
代
・
近
世
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
、「
古
代
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、

取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
文
学
者
た
ち
は
苦
闘
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
戦
っ
た

「
変
革
者
」
た
ち
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
緑
亭
主
人
の
文
学
批
評
の
着
眼
点
だ
っ
た
。

い
つ
の
世
で
も
、
天
才
は
時
代
精
神
に
制
約
さ
れ
つ
つ
も
、
時
代
精
神
と
異
な
る
個
性
を
自

覚
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
時
代
と
激
し
く
戦
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
彼
ら
の
「
近
代
」
の
発
見

で
あ
り
、
普
遍
性
へ
の
到
達
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、『
井
原
西
鶴
』
の
み
は
、
時
代
に
埋
没

し
た
西
鶴
の
精
神
が
、
激
し
く
批
判
さ
れ
る
。

で
は
、『
紫
式
部
』
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
を
、
列
挙
し
て
ゆ
こ
う
。
既
に
緑
亭
主
人
な
ど

の
筆
名
が
角
田
柳
作
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
用
い
た
材
料
が
、
か
な
り
交
じ

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
重
複
す
る
箇
所
は
、
そ
れ
が
取
り
も
直
さ
ず
、「
緑
亭
主
人
＝
角
田
柳
作
」

の
反
復
さ
れ
る
本
性
で
あ
る
と
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）
一
頁
で
、「
武
蔵
野
」
と
「
月
」
の
結
び
つ
き
が
語
ら
れ
る
。
角
田
柳
作
は
上
州
人
だ
が
、

雑
木
林
の
武
蔵
野
の
風
土
が
肌
に
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
あ
る
い
は
、
多
摩
川
の
流
れ
の
聞
こ

え
る
武
蔵
野
の
ほ
と
り
に
、
下
宿
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
ら
想
像
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。『
家
庭
雑
誌
』
の
俳
諧
堂
主
人
名
義
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
と
（
こ
の
「
俳

諧
堂
主
人
」
も
ま
た
角
田
柳
作
の
筆
名
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
わ
た
し
は
強
く
推
測
し

て
い
る
）、
そ
う
い
う
空
想
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
ま
た
、『
詩
人
西
行
』
二
五
頁
や
、『
井

原
西
鶴
』
五
〇
頁
な
ど
に
、
武
蔵
野
の
月
が
印
象
深
く
語
ら
れ
る
。

（
２
）
二
頁
「
鉄
中
の
鏘
々
た
る
も
の
」
と
い
う
慣
用
句
は
、『
詩
人
西
行
』
四
二
頁
や
『
井
原

西
鶴
』
三
頁
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

（
３
）
二
頁
「
千
紫
万
紅
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
典
型
的
な
緑
亭
語
で
あ
る
。『
井
原
西
鶴
』

一
二
頁
、『
清
少
納
言
』
二
〇
頁
、『
詩
人
西
行
』
一
七
五
頁
な
ど
に
頻
出
す
る
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
こ
の
「
千
紫
万
紅
」
は
、
角
田
柳
作
た
ち
の
学
年
の
東
京
専
門
学
校
卒
業
文
集
で
あ
る

『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
序
文
に
も
見
え
る
。
文
体
か
ら
推
測
し
て
、
こ
の
文

集
巻
頭
の
序
文
も
、
角
田
柳
作
の
執
筆
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
角
田
の
美
文
家
と
し
て
の
評
価

は
、
仲
間
う
ち
で
も
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
早
稲
田
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
角
田
の
学
生
時
代
の
成
績
表
で
は
、
論
文
（
卒
業

論
文
）
の
成
績
が
抜
群
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
七
十
五
点
で
あ
る
。
『
早
稲
田
文
学
』
に
、

こ
の
年
度
の
卒
業
生
の
「
注
目
す
べ
き
論
文
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
七
番
で

卒
業
し
た
角
田
柳
作
の
論
文
の
具
体
的
内
容
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
不
思
議
で
あ
る
。
角

田
柳
作
の
身
に
つ
い
た
漢
文
調
の
文
体
は
、
教
師
の
側
か
ら
見
る
と
あ
る
意
味
で
空
疎
で
観
念

的
だ
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、「
老
子
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
書
か
れ
た

角
田
柳
作
の
卒
論
が
、
彼
の
真
骨
頂
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
一
四
頁
の
「
雪
の
如
く
高
潔
、
花
の
如
く
純
美
」
と
い
う
直
喩
は
、『
兼
好
法
師
』
三
八

頁
、『
詩
人
西
行
』
四
〇
頁
。『
日
本
文
学
梗
概
』
一
〇
四
頁
に
も
あ
る
。

（
５
）
一
五
頁
や
一
二
七
頁
の
「
婦
徳
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
四
〇
頁
と
も
関
連
す
る
。
こ
の

『
紫
式
部
』
と
い
う
単
行
本
が
『
家
庭
雑
誌
』
付
録
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
も
関
連
す
る

か
。
た
だ
し
、「
俳
諧
堂
主
人
」
が
本
体
の
『
家
庭
雑
誌
』
に
書
い
た
『
源
氏
物
語
』
論
を
読

む
と
、
そ
ち
ら
が
は
る
か
に
教
訓
的
で
あ
り
、
批
評
性
も
低
い
。『
紫
式
部
』
は
、
婦
徳
を
顕

彰
す
る
と
い
う
目
的
を
持
ち
な
が
ら
、
大
胆
な
文
芸
批
評
書
た
り
え
て
い
る
。

（
６
）
一
九
頁
の
「
黄

」（
う
ぐ
い
す
）
と
い
う
漢
字
表
記
は
、『
清
少
納
言
』
四
頁
や
八
二

頁
な
ど
に
も
見
え
る
。
あ
え
て
「
鶯
」
と
い
う
漢
字
を
用
い
な
か
っ
た
点
が
、
彼
の
漢
文
学
へ

153 緑亭生・緑亭主人は、角田柳作か─明治二十九年から三十年までの民友社の彗星─



の
造
詣
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）
一
九
頁
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
ク
ジ
ャ
ク
や
ウ
グ
イ
ス
は
、
美
し
さ
の
た
め
に
命
を
落

と
す
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
角
田
柳
作
の
卒
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
荘
子
」

の
思
想
と
近
い
。
緑
亭
主
人
の
著
作
に
も
、「
荘
子
」
に
関
す
る
言
及
は
多
い
。
た
だ
し
、「
荘

子
」
に
つ
い
て
の
卒
業
論
文
自
体
は
抜
群
の
成
績
で
は
な
く
、
大
学
か
ら
教
師
と
し
て
残
る
よ

う
に
と
い
う
慫
慂
も
受
け
な
か
っ
た
。
自
活
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
角
田
柳
作
は
、
ま
ず

生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
、「
文
筆
で
立
つ
」
必
要
性
が
あ
っ
た
。

（
８
）
二
四
頁
の
「
錦
心
Ò
腸
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
『
清
少
納
言
』
四
頁
、
『
兼
好
法
師
』

三
八
頁
、『
詩
人
西
行
』
三
頁
・
二
二
頁
・
六
六
頁
な
ど
に
も
見
え
る
緑
亭
語
で
あ
る
。『
家
庭

雑
誌
』
に
も
、
し
ば
し
ば
見
え
る
言
葉
な
の
で
、
民
友
社
語
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
無
署
名
で
『
家
庭
雑
誌
』
の
そ
の
文
章
を
書
い
た
人
物
が
、
角
田
柳
作
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
卒
業
文
集
『
へ
だ
て
ぬ
と
も
』
の
序
文
に
も
、「
錦
Ò
」
と

あ
る
。
語
彙
か
ら
推
し
て
、
こ
の
部
分
が
角
田
柳
作
の
手
に
な
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
な
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

（
９
）
二
四
頁
で
「
俗
説
」
を
退
け
な
い
姿
勢
は
、『
兼
好
法
師
』
や
『
詩
人
西
行
』
の
著
述
の

基
本
姿
勢
と
一
致
す
る
。

（
10
）
二
七
頁
に
、「
不
平
発
し
て
」
と
あ
る
。
怒
り
や
鬱
屈
が
、
文
章
表
現
の
母
胎
と
な
る
と

い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
発
す
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
一
七
頁
な
ど
に
見
ら
れ

る
。

（
11
）
二
七
頁
の
「
金
声
玉
振
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、『
詩
人
西
行
』
三
頁
な
ど
に
も
あ
る
。

（
12
）
二
七
頁
で
「
人
は
時
代
の
産
出
児
な
り
」
と
述
べ
る
の
は
、
天
才
と
い
え
ど
も
自
分
が

生
き
て
い
る
時
代
精
神
の
制
約
を
受
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
同
種
の
思
想
は
、『
井
原
西

鶴
』
三
五
頁
・
四
一
頁
・
一
四
三
頁
な
ど
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
時
代
精

神
に
埋
没
し
た
人
物
は
二
流
と
さ
れ
、
角
田
柳
作
か
ら
断
罪
さ
れ
る
。
時
代
を
超
え
、
古
代
を

蘇
ら
せ
る
よ
う
な
強
い
個
性
が
、
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
13
）
二
八
頁
の
「
鬱
勃
」。
こ
れ
も
、
文
学
の
発
生
基
盤
を
人
間
の
不
如
意
感
に
設
定
す
る
思

想
の
反
映
で
あ
る
。『
清
少
納
言
』
四
頁
、『
兼
好
法
師
』
七
六
頁
、『
井
原
西
鶴
』
序
文
二
頁

な
ど
に
、
こ
の
「
鬱
勃
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
て
い
る
。

（
14
）
三
二
頁
の
「
蹉

」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
三
四
頁
な
ど
に
あ
る
。

（
15
）
三
三
頁
「
多
情
多
血
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
八
二
頁
「
多
情
多
恨
」
と
似
て
い
る
。
な

お
、『
多
情
多
恨
』
は
尾
崎
紅
葉
の
小
説
名
だ
が
、
緑
亭
主
人
に
は
尾
崎
紅
葉
へ
の
言
及
が
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
紅
葉
文
学
を
よ
く
読
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

（
16
）
五
八
頁
で
「
滑
稽
」
と
「
悲
哀
」
と
が
同
居
し
て
い
る
べ
き
だ
と
い
う
文
学
観
は
、『
井

原
西
鶴
』
五
九
頁
・
八
八
頁
・
一
四
六
頁
な
ど
と
共
通
。

（
17
）
六
八
頁
の
「
百
尺
竿
頭
更
ら
に
一
歩
を
進
め
る
」
と
い
う
慣
用
句
は
、『
井
原
西
鶴
』
二

五
頁
・
三
九
頁
や
、
角
田
柳
作
の
翻
訳
『
社
会
の
進
化
』
六
九
頁
な
ど
に
も
あ
り
、
緑
亭
語
だ

と
見
な
さ
れ
る
。

な
お
、
群
馬
に
お
け
る
廃
娼
運
動
の
中
心
雑
誌
だ
っ
た
『
上
毛
之
青
年
』
は
、
民
友
社
の
徳

富
蘇
峰
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
明
治
二
十
九
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

無
署
名
記
事
に
は
、「
百
尺
竿
頭
更
ら
に
一
歩
を
進
め
る
」
と
い
う
諺
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
文

章
は
、
角
田
柳
作
の
書
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
当
該
『
上
毛
之
青
年
』
で
は
、

『
雲
井
龍
雄
』
と
共
通
す
る
、
美
し
い
山
河
は
偉
人
を
生
み
出
す
と
い
う
自
然
観
も
述
べ
ら
れ

る
。
文
体
全
体
の
類
似
も
あ
り
、「
角
田
柳
作
」
の
執
筆
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ

る
の
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
角
田
柳
作
は
明
治
三
十
年
八
月
発
行
の
前
橋
中
学
の
学
友
会
誌
に

も
一
文
を
寄
稿
し
て
お
り
、
前
橋
人
脈
と
の
つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
18
）
一
〇
二
頁
の
「
不
言
不
語
」
は
、
角
田
柳
作
の
エ
ッ
セ
イ
『
書
斎
・
学
校
・
社
会
』
三

七
頁
な
ど
に
も
見
え
る
。
も
と
は
、
尾
崎
紅
葉
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
紅
葉
文
学
の
愛

読
者
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
い
さ
さ
か
意
地
が
悪
い
こ
と
だ
が
、
緑
亭
主
人
『
紫
式
部
』
に
見
ら
れ
る
内
容
の

誤
謬
に
つ
い
て
、
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
緑
亭
主
人
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

角
田
柳
作
の
筆
名
だ
っ
た
。
彼
は
、
東
京
専
門
学
校
で
日
本
文
学
を
学
ん
だ
。
関
根
正
直
と
今

泉
定
介
が
、『
源
氏
物
語
』
の
教
師
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
、
角
田
柳
作
は
満

二
十
歳
。
ま
だ
、『
源
氏
物
語
』
の
定
番
と
も
言
う
べ
き
入
門
書
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
自
力

で
『
源
氏
物
語
』
の
概
説
と
紫
式
部
の
人
生
を
書
き
下
ろ
す
と
い
う
の
は
、
大
変
な
作
業
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
く
つ
か
の
誤
謬
が
あ
る
。

そ
れ
を
指
摘
す
る
の
は
、
角
田
柳
作
の
理
解
の
不
足
を
批
判
す
る
た
め
で
は
な
い
。
こ
の
時

代
に
、『
源
氏
物
語
』
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
そ
う

い
う
誤
読
を
誘
発
し
や
す
い
『
源
氏
物
語
』
そ
れ
自
体
の
本
質
を
発
見
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

角
田
柳
作
は
、
お
そ
ら
く
原
文
を
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
で
読
み
な
が
ら
、
必
死
に
締
め
切
り

と
戦
い
つ
つ
、
書
き
進
め
た
の
だ
ろ
う
。

（
１
）
三
〇
頁
で
八
の
宮
の
和
歌
を
、「
打
捨
て
ゝ
つ
が
い
さ
り
に
し
水
鳥
の
此
の
世
に
た
ち
お

く
れ
け
ん
」
と
し
て
い
る
。「
つ
が
い
」
は
「
つ
が
ひ
」
の
誤
写
、「
此
の
世
に
」
は
「
か
り
の
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此
の
世
に
」
の
脱
落
。

（
２
）
四
三
頁
や
一
六
二
頁
で
「
藤
壺
更
衣
」
と
す
る
の
は
、「
藤
壺
女
御
」
の
誤
り
。「
桐
壺

更
衣
」
と
「
藤
壺
女
御
」
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
で
も
、「
桐
壺
女
御
」
と
誤
っ

た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
し
た
本
が
あ
る
。

（
３
）
五
九
頁
。
光
源
氏
が
五
条
の
陋
屋
で
夕
顔
と
同
衾
し
て
い
る
場
面
を
、「
か
ら
か
ら
と
鳴

る
神
」
と
あ
る
の
は
、
原
文
で
は
「
ご
ほ
ご
ほ
」。「
田
舎
の
光
景
」
と
し
て
い
る
の
は
、
都
の

五
条
の
陋
屋
な
の
で
、
不
適
当
。
こ
の
あ
た
り
は
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
か
、
漠
然
と
し
た
記
憶
で

執
筆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
七
五
頁
で
、
作
中
和
歌
を
、「
山
風
に
霞
吹
き
と
く
こ
ゑ
は
あ
れ
ど
隔
て
ゝ
見
ゆ
る
を
ち

の
白
浪
」
と
引
用
し
て
い
る
の
は
、「
川
風
」
の
誤
り
。

（
５
）
七
七
頁
で
、
浮
舟
の
継
父
を
「
常
陸
の
守
」
と
し
て
の
は
、「
常
陸
の
介
」
の
誤
り
。

（
６
）
八
〇
頁
や
一
五
四
頁
で
、
明
石
の
入
道
の
こ
と
を
「
良
清
入
道
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

光
源
氏
の
従
者
の
一
人
で
あ
る
良
清
と
、
明
石
の
入
道
と
を
混
同
し
た
も
の
。
こ
ん
な
大
き
な

誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
緑
亭
主
人
が
自
力
で
『
源
氏
物
語
』
の
原
文
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
に
挑
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
７
）
一
三
五
頁
で
、
光
源
氏
と
空
C
の
最
初
の
出
会
い
を
「
節
分
の
夜
」
と
す
る
が
、
こ
れ

は
誤
り
。

（
８
）
一
四
二
頁
で
、「
北
山
の
僧
都
」
を
「
北
山
の
聖
」
の
弟
子
と
し
て
い
る
が
、
本
文
で
は

そ
う
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
一
四
四
頁
で
末
摘
花
の
「
乳
母
」
の
侍
従
が
光
源
氏
の
応
対
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
正
し
く
は
「
乳
母
子
」。

（
10
）
一
四
五
頁
で
、
紅
葉
賀
巻
の
冒
頭
を
「
桐
壺
の
帝
五
十
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
」
と
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
五
十
の
賀
を
迎
え
た
の
は
「
一
の
院
」
が
正
し
い
。

（
11
）
一
四
六
頁
の
「
都
花
苑
」
は
、「
柳
花
苑
」
の
誤
植
。
こ
れ
は
、
印
刷
所
の
責
任
だ
ろ
う
。

（
12
）
一
四
八
頁
の
「
斎
宮
」
は
、「
斎
院
」
の
誤
り
。
こ
れ
は
、
角
田
の
勘
違
い
で
あ
る
。
尤

も
、
こ
の
あ
た
り
の
賢
木
巻
の
文
脈
は
い
さ
さ
か
読
み
誤
り
や
す
い
。
原
文
を
要
約
し
よ
う
と

し
た
の
で
、
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
四
九
頁
の
「
崇
り
」
は
「
祟
り
」
の
誤
植
で
、
こ

れ
は
印
刷
所
の
責
任
。

（
13
）
一
五
〇
頁
で
、
光
源
氏
の
年
齢
を
二
十
一
歳
と
し
て
い
る
の
は
、
本
居
宣
長
以
前
の
旧

注
の
年
立
に
従
っ
た
も
の
。
現
在
の
学
説
で
は
、
二
十
二
歳
。
同
様
に
、
一
五
一
頁
の
「
二
十

二
歳
」
は
、
現
在
の
通
説
で
は
二
十
三
歳
。
古
い
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
年
立
に
従
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

（
14
）
一
五
一
頁
で
、
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
を
「
六
条
に
音
づ
れ
」
と
あ
る
の
は
、「
六
条
御

息
所
を
野
の
宮
に
音
づ
れ
（
訪
れ
）」
の
勘
違
い
。

（
15
）
一
八
一
頁
の
横
笛
巻
の
梗
概
で
、「
匂
宮
」
が
夕
霧
た
ち
と
管
絃
の
遊
び
に
興
じ
た
と
あ

る
の
は
、
誤
り
。
螢
宮
で
あ
ろ
う
。「
兵
部
卿
宮
」
に
該
当
す
る
人
物
を
、
一
世
代
、
錯
覚
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

（
16
）
一
八
六
頁
は
、
「
紅
梅
巻
・
竹
川
巻
」
の
梗
概
を
一
括
し
て
記
す
と
い
う
形
式
な
が
ら
、

紅
梅
巻
の
梗
概
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
締
め
切
り
の
時
間
に
追
わ
れ
、
作
品

の
本
筋
か
ら
い
さ
さ
か
逸
れ
て
い
る
紅
梅
巻
の
要
約
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
著
者
の
姿
が
、
目

に
浮
か
ぶ
。
こ
の
あ
た
り
で
、
角
田
柳
作
は
泣
き
た
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
源
氏
物
語
』

は
、
長
編
な
の
で
、
梗
概
を
い
く
ら
書
い
て
も
、
簡
単
に
は
終
わ
っ
て
く
れ
な
い
。

（
17
）
一
九
七
頁
で
、
匂
宮
が
最
初
に
浮
舟
に
接
近
す
る
場
面
で
、
実
事
（
男
女
関
係
）
が
な

く
「
意
を
遂
げ
ず
に
」
終
わ
っ
た
、
と
あ
る
の
は
正
し
い
が
、
そ
の
匂
宮
が
「
帰
り
ぬ
」
と
あ

る
の
は
、
意
味
不
明
。
こ
こ
は
、
匂
宮
の
自
邸
の
場
面
な
の
で
、
ど
こ
へ
も
帰
る
は
ず
が
な
い
。

角
田
柳
作
は
、
具
体
的
な
場
面
が
ど
こ
で
展
開
し
て
い
る
の
か
、
一
瞬
見
失
っ
た
の
で
あ
る
。

（
18
）
二
〇
二
頁
で
、
瀕
死
の
浮
舟
を
助
け
た
の
が
、
横
川
の
僧
都
の
「
母
の
尼
」
と
あ
る
の

は
、「
妹
の
尼
」
の
誤
り
。

以
上
の
十
八
点
は
、『
紫
式
部
』
の
不
適
切
箇
所
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
意
地
の
悪
い
目
で

探
せ
ば
、
も
っ
と
多
く
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
倍
程
度
は
指
摘
で
き
よ
う
。
実
際
、
角
田
柳
作

の
『
井
原
西
鶴
』
が
現
在
の
国
文
学
界
か
ら
黙
殺
な
い
し
笑
殺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う

な
「
あ
ら
探
し
」
の
結
果
な
の
で
あ
り
、
緑
亭
主
人
の
『
紫
式
部
』
が
国
文
学
界
か
ら
忘
却
さ

れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
角
田
柳
作
本
人
が
「
緑
亭
主
人
」
と

い
う
筆
名
で
の
著
述
活
動
を
自
ら
抹
消
し
た
の
も
、
誤
謬
の
多
さ
へ
の
自
責
の
念
が
強
か
っ
た

た
め
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

た
だ
し
、『
紫
式
部
』
に
は
、
文
芸
批
評
と
し
て
燃
え
る
よ
う
な
情
熱
が
あ
る
。
研
究
と
し

て
は
い
く
つ
か
の
欠
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
批
評
と
し
て
あ
る
い
は
「
文
学
」
と
し
て
、
た

ぐ
い
ま
れ
な
個
性
の
発
露
が
認
め
ら
れ
る
。
わ
た
し
は
、
緑
亭
主
人
の
業
績
を
明
治
文
壇
の
一

翼
を
担
っ
た
「
民
友
社
文
学
」
の
一
つ
の
達
成
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

で
は
、『
紫
式
部
』
の
批
評
と
し
て
の
卓
越
性
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
、『
源

氏
物
語
』
の
主
題
を
、「
愛
の
不
如
意
」
の
物
語
と
し
て
大
き
く
把
握
し
た
点
で
あ
る
。
光
源

氏
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
登
場
人
物
が
、
理
想
の
愛
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
悶
す
る
。

そ
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
す
べ
て
が
「
愛
の
不
如
意
」
で
首
尾
一
貫
し
て
追
究
し
て
い
る
と
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喝
破
し
た
点
で
あ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
単
調
（
モ
ノ
ト
ナ
ス
）
に
見
え
る
一
貫
性
が
、
紫
式

部
の
霊
筆
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
の
緩
み
も
な
く
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
紫
式

部
の
世
を
憤
る
気
持
ち
が
激
し
か
っ
た
の
だ
、
と
彼
女
の
心
の
中
を
覗
き
込
む
。
そ
し
て
、
古

代
思
想
史
、
ひ
い
て
は
日
本
文
学
史
全
体
の
中
に
、『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
と
紫
式
部
と

い
う
人
物
と
を
位
置
づ
け
る
。

そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
結
果
的
に
は
本
居
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
言
い
換
え
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
単
な
る
宣
長
の
説
の
模
倣
で
は
な
い
。「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
美
学
の
近
代
化

を
意
図
し
た
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
坪
内
逍
遙
『
小
説
神
髄
』
は
、
宣
長
の
『
源
氏

物
語
玉
の
小
櫛
』
に
学
ん
だ
痕
跡
が
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
で
逍
遙
に
学
ん
だ
角
田
柳
作
は
、

日
本
の
す
ぐ
れ
た
文
学
批
評
と
、
西
洋
の
文
学
批
評
と
を
、
彼
な
り
の
方
法
で
総
合
し
よ
う
と

し
た
。
我
が
国
の
古
代
文
学
に
直
接
の
発
言
を
多
く
残
さ
な
か
っ
た
逍
遙
よ
り
も
、
あ
る
意
味

で
角
田
柳
作
の
方
が
先
行
す
ら
し
て
い
た
。

学
生
時
代
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
評
価
を
め
ぐ
り
、
角
田
は
逍
遙
か
ら
叱
ら
れ
た
と
い
う

逸
話
が
あ
る
。
師
弟
の
関
わ
り
の
一
面
を
照
ら
し
出
す
も
の
で
あ
る
。

７
　
緑
亭
主
人
『
清
少
納
言
』
の
表
現
と
思
想

緑
亭
主
人
の
『
清
少
納
言
』
も
、
角
田
柳
作
の
著
述
の
代
表
作
と
し
て
、
も
っ
と
評
価
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
、
例
に
よ
っ
て
、『
清
少
納
言
』
に
見
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

列
挙
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
列
挙
と
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
度
も
述
べ
た
の

で
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
１
）
三
頁
の
「
進
化
説
」
は
、
角
田
柳
作
訳
『
社
会
の
進
化
』（
キ
ッ
ド
原
著
、
開
拓
社
、
明

治
三
十
二
年
）
と
も
つ
な
が
る
彼
の
強
固
な
問
題
意
識
を
示
す
も
の
。
緑
亭
主
人
は
、
文
学
を

狭
義
で
捉
え
る
こ
と
な
く
、
常
に
「
社
会
」
な
い
し
「
時
代
」
あ
る
い
は
「
歴
史
」
の
中
で
捉

え
、
な
お
か
つ
「
人
類
」
と
「
個
人
」
の
関
係
に
も
触
れ
る
。
普
遍
と
特
殊
の
二
つ
の
目
を
持

っ
た
見
方
で
あ
る
。

（
２
）
四
頁
の
「
柳
条
」
は
、「
柳
作
」
と
い
う
本
名
と
関
連
す
る
か
。
一
五
頁
に
は
、「
緑
波
」

「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
と
、
平
安
京
の
美
を
語
る
。
一
七
頁
に
は
、
「
緑
陰
」
と
あ
る
。
ま
た
、

一
六
頁
で
、
「
母
の
懐
」
と
述
べ
る
の
は
、
角
田
柳
作
の
「
母
性
へ
の
憧
れ
」
を
示
す
も
の
。

『
早
稲
田
文
学
』
に
、
角
田
柳
作
が
筆
名
で
載
せ
た
文
章
が
あ
る
か
ど
う
か
、
探
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
も
し
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
章
だ
ろ
う
と
推
定
し
た
短

文
が
あ
る
。
何
の
根
拠
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
筆
名
と
タ
イ
ト
ル
を
記
さ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、「
柳
」
と
「
母
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
哀
感
に
満
ち
た
短
文
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け

言
い
添
え
る
。

（
３
）
七
頁
で
展
開
さ
れ
る
古
代
文
学
論
は
、
角
田
柳
作
の
初
期
思
想
の
根
幹
で
あ
り
、
後
期

思
想
の
母
胎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
頁
の
「
八
雲
た
つ
」
の
歌
は
、
角
田
柳
作
の

著
作
と
推
定
さ
れ
る
『
日
本
文
学
概
論
』
の
『
古
事
記
』
の
梗
概
部
分
と
、
一
致
す
る
。

（
４
）
八
〜
九
頁
の
「
鬱
勃
」
は
、
緑
亭
主
人
が
文
学
発
生
を
説
明
す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

（
５
）
九
頁
で
、「
仏
教
の
渡
来
」
を
古
代
社
会
最
大
の
変
革
と
位
置
づ
け
る
の
は
、
後
年
の
日

本
文
化
論
の
原
型
と
な
っ
た
思
想
で
あ
る
。
仏
教
徒
と
し
て
の
角
田
柳
作
の
問
題
意
識
の
根
幹

で
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
角
田
は
、
本
願
寺
系
の
学
校
教
育
の
た
め
に
、
明
治
四
十
二
年

に
ハ
ワ
イ
へ
渡
り
、
そ
れ
が
昭
和
三
十
九
年
ま
で
の
長
い
渡
米
生
活
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

（
６
）
一
二
頁
や
八
一
頁
の
「
卓

風
発
」
と
い
う
四
字
熟
語
も
、
緑
亭
語
の
一
つ
で
あ
る
。

『
西
行
法
師
』
二
頁
な
ど
に
見
え
る
。

（
７
）
二
〇
頁
の
「
千
紫
万
紅
」
は
、
緑
亭
語
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
二
一
頁
で
述
べ
ら
れ
る
「
自
然
と
闘
う
」
あ
る
い
は
「
時
代
と
戦
う
」
清
少
納
言
の
位

置
づ
け
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
八
二
頁
で
「
自
然
と
人
」
の
対
立
関
係
の
中
に
清
少
納
言
を
位

置
づ
け
る
姿
勢
と
共
通
し
て
い
る
。
緑
亭
主
人
名
義
と
角
田
柳
作
名
義
と
で
、
清
少
納
言
に
関

す
る
叙
述
に
一
貫
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
紫
式
部
は
、「
人
と
人
」

と
の
関
係
性
の
中
で
思
想
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
二
七
頁
や
三
〇
頁
の
「
銀
燭
紅
燈
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
二
九
頁
と
一
致
す
る
。
な
お
、

角
田
柳
作
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
民
友
社
に
在
籍
し
、
民
友
社
の
文
学
者
の
一
人
と
し
て
評
価
さ
れ

る
角
田
浩
々
歌
客
の
著
書
の
中
に
、「
銀
燭
紅
燈
」
と
い
う
四
字
熟
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、

緑
亭
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
友
社
語
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
民
友
社
の
「
二
人
の
角
田
」
の
間
で
何
ら
か
の
交
遊
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の

研
究
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

（
10
）
四
一
頁
の
「
己
を
知
る
も
の
は
己
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
と
い
う
諺
な
い
し
警
句
は
、

『
雲
井
龍
雄
』
四
頁
に
も
あ
る
。

（
11
）
四
三
頁
の
「
千
丈
の
高
き
に
置
か
し
む
る
」
と
い
う
漢
文
調
の
慣
用
句
は
、『
兼
好
法
師
』

五
頁
の
「
百
尺
の
高
き
に
置
か
し
む
」
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

（
12
）
五
九
頁
「
六
花
紛
々
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
二
〇
頁
「
六
花
の
飛
舞
」
と
類
似
す
る
。

（
13
）
六
四
頁
「
黒
暗
々
」
は
、『
井
原
西
鶴
』
七
三
頁
「
黒
濛
々
」
と
ほ
ぼ
同
じ
口
調
で
あ
る
。
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（
14
）
六
七
頁
「
死
灰
の
如
く
」
と
い
う
直
喩
は
、『
詩
人
西
行
』
一
三
頁
に
も
あ
る
。

（
15
）
七
二
頁
で
「
全
部
」
と
「
局
部
」
を
対
比
し
て
い
る
の
は
、『
井
原
西
鶴
』
一
三
八
頁
に

お
け
る
方
法
論
と
一
致
す
る
。

（
16
）
七
七
頁
に
「
蹉

」
と
あ
る
の
は
、『
紫
式
部
』
三
二
頁
や
『
井
原
西
鶴
』
一
三
四
頁
と

語
彙
が
重
な
る
。

（
17
）
七
九
頁
の
「
日
月
星
辰
」
あ
る
い
は
「
山
川
草
木
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
角
田
柳
作

の
基
本
的
宇
宙
観
に
し
て
、
古
代
観
を
端
的
に
示
す
緑
亭
語
で
あ
る
。

（
18
）
八
六
頁
の
「
宇
宙
を
大
観
」
す
る
と
い
う
発
想
は
、『
詩
人
西
行
』
一
頁
に
も
あ
る
。

（
19
）
一
〇
〇
頁
の
「
這
般
の
」
と
い
う
言
葉
は
、
角
田
柳
作
訳
『
社
会
の
進
化
』
な
ど
に
頻

出
す
る
。

こ
の
よ
う
な
緑
亭
語
に
載
せ
て
、
角
田
柳
作
は
退
廃
し
た
王
朝
貴
族
社
会
に
あ
っ
て
、
古
代

精
神
の
復
活
を
試
み
た
「
反
逆
者
」
と
し
て
、
清
少
納
言
を
位
置
づ
け
る
。
そ
れ
は
、
退
廃
し

た
世
界
に
呑
み
込
ま
れ
、
戦
う
意
志
を
喪
失
し
て
生
き
た
井
原
西
鶴
へ
の
痛
烈
な
批
判
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
時
代
と
戦
う
」
姿
勢
は
、
角
田
柳
作
の
戦
時
・
戦
後
の
生
き
方
の
最
大

の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

角
田
柳
作
が
緑
亭
主
人
と
い
う
筆
名
で
書
い
た
『
清
少
納
言
』
は
、
そ
の
後
の
角
田
柳
作
の

生
き
方
を
予
告
す
る
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
学
と
宗
教
と
倫
理
が
一
体
化
し
た
希
有
の

人
生
で
あ
る
。
教
育
と
研
究
と
思
索
を
一
体
化
さ
せ
た
人
生
で
も
あ
っ
た
。

８
　
「
緑
亭
」
と
い
う
筆
名
を
め
ぐ
っ
て

明
治
二
十
九
年
七
月
に
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
角
田
柳
作
は
、
ま
だ
民
友
社
の
正
規
の

社
員
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、「
俳
諧
堂
主
人
」
と
い
う
筆
名
で
、
主
と
し
て
『
家

庭
雑
誌
』（
民
友
社
の
中
で
最
も
軽
い
扱
い
の
雑
誌
）
に
古
典
文
学
関
連
の
梗
概
や
エ
ッ
セ
イ

を
執
筆
・
寄
稿
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

尤
も
、「
俳
諧
堂
主
人
＝
角
田
柳
作
」
と
い
う
特
定
に
関
し
て
は
、
最
後
の
ツ
メ
が
ま
だ
い

く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
俳
諧
堂
主
人
の
名
前
で
書
か
れ
た
文
章
に
、
角
田
柳
作
の
年
譜
と
齟
齬

す
る
箇
所
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
弱
冠
二
十
歳
の
角
田
柳

作
が
、
自
分
を
現
実
以
上
に
大
人
に
見
せ
る
た
め
に
虚
構
を
交
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

当
時
の
民
友
社
は
、「
西
洋
文
学
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
基
本
と
す
る
思
想
家
が
主
流
だ

っ
た
。
角
田
柳
作
も
、
英
語
に
堪
能
で
、
そ
こ
が
明
治
三
十
年
に
正
式
に
民
友
社
に
入
社
で
き

た
要
件
な
の
だ
ろ
う
。
民
友
社
の
英
字
刊
行
物
『
極
東
』
の
校
正
係
を
、
角
田
は
務
め
て
い
た

と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
角
田
柳
作
は
、「
日
本
古
典
文
学
」
と
「
仏
教
」
を
視
野
に
納
め
た
珍
し
い
タ
イ

プ
の
文
筆
家
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
弱
冠
二
十
歳
に
し
て
、
従
来
の
民
友
社
に
不
足
し
て
い
た
領

域
を
一
手
に
担
う
怒
濤
の
執
筆
活
動
が
奔
流
の
よ
う
に
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
民
友
社
文
学
」
の
研
究
で
は
、
徳
冨
蘆
花
と
国
木
田
独
歩
ば
か
り
が
脚
光
を

浴
び
て
き
た
。
今
回
の
角
田
柳
作
の
筆
名
に
よ
る
単
行
本
の
新
発
見
に
よ
り
、「
歴
史
思
想
家
」

あ
る
い
は
「
文
明
評
論
家
」
と
し
て
の
「
角
田
柳
作
」
を
、
日
本
文
学
史
に
正
当
に
位
置
づ
け

る
必
要
性
が
高
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
民
友
社
は
経
営
が
次
第
に
悪
化
し
て
お
り
、
外
部
の
著
名
な
評
論
家
へ
の
原
稿

料
を
支
払
う
余
裕
が
な
く
な
り
、
若
手
社
員
の
抜
擢
が
可
能
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
た
だ
働
き
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
角
田
柳
作
も
、
生
活
資
金
が

必
要
だ
っ
た
ろ
う
。
怒
濤
の
執
筆
の
一
因
は
、「
お
金
の
た
め
」
と
い
う
逼
迫
し
た
理
由
も
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
当
時
の
樋
口
一
葉
が
、
そ
う
だ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
。

本
来
、
最
若
手
の
角
田
柳
作
が
『
家
庭
雑
誌
』
に
書
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
単

行
本
『
紫
式
部
』
の
後
半
を
占
め
る
「
源
氏
物
語
梗
概
」
の
よ
う
な
文
章
（
紹
介
文
）
だ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
古
典
文
学
作
品
の
わ
か
り
や
す
い
「
梗
概
」
を
重
視
し
た
、
単
行

本
『
日
本
文
学
梗
概
』
か
ら
の
推
量
で
あ
る
。
ま
た
、『
早
稲
田
文
学
』
の
新
著
紹
介
欄
で
も
、

『
紫
式
部
』
全
編
の
中
か
ら
、
こ
の
「
源
氏
物
語
梗
概
」
の
部
分
を
取
り
上
げ
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
角
田
柳
作
に
は
、
単
な
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
は
な
く
、
本
格
的
な
人
物
評
伝
へ
の

意
欲
が
あ
っ
た
の
で
、
実
に
個
性
的
な
「
評
論
」
の
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、「
緑

亭
主
人
」
と
し
て
の
角
田
柳
作
の
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。

後
年
の
角
田
柳
作
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
画
期
を
な
し
た
思
想

家
た
ち
を
点
で
つ
な
い
で
ゆ
く
と
い
う
講
義
を
し
て
い
る
。
若
き
角
田
が
採
用
し
た
の
は
、
源

氏
物
語
論
や
枕
草
子
論
や
徒
然
草
論
や
山
家
集
論
で
は
な
く
、
人
物
評
伝
と
し
て
紫
式
部
・
清

少
納
言
・
兼
好
法
師
・
西
行
な
ど
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
特
質
を
日
本
思
想
史
全
体
の

中
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
作
品
論
で
は
な
く
、
人
物
論
・
作
者
論
だ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
取
り
も
直
さ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
学
や
宗
教
の
発
生
論
な
の
で
も
あ

っ
た
。
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し
か
も
、
す
べ
て
の
著
作
で
、「
日
月
星
辰
」
や
「
山
川
草
木
」
へ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
信
仰

に
満
ち
た
古
代
精
神
か
ら
説
き
始
め
、
王
朝
・
中
世
・
近
世
と
い
う
各
時
代
の
「
歴
史
哲
学
」

に
必
ず
言
及
し
て
い
る
と
い
う
律
儀
さ
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
た
後
年
の

角
田
柳
作
の
講
義
録
は
、
ま
さ
に
こ
の
手
法
の
完
成
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。
彼
は
、
狭

い
意
味
で
の
文
学
青
年
で
は
な
く
、
透
徹
し
た
知
性
を
も
っ
た
思
想
家
だ
っ
た
。

話
を
角
田
柳
作
の
出
発
点
に
戻
す
と
、『
紫
式
部
』
は
、
女
性
（
主
婦
や
女
学
生
）
の
た
め

の
古
典
入
門
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
『
家
庭
雑
誌
』
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
ま
さ
に
「
婦
道
」

を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

角
田
柳
作
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
紫
式
部
』
は
、『
日
本
』『
早
稲
田
文
学
』『
朝
日
新
聞
』

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
書
評
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。
『
家
庭
雑
誌
』
の
自
社
広
告
欄
で
も
、

『
紫
式
部
』
が
好
評
裡
に
重
版
さ
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
が
確
認
で
き
る
。

そ
れ
で
第
二
弾
が
企
画
さ
れ
、
『
紫
式
部
』
と
同
じ
く
『
家
庭
雑
誌
』
号
外
付
録
と
し
て
、

『
清
少
納
言
』
の
刊
行
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
紫
式
部
か
ら
の
、
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。
婦
道

や
婦
徳
を
説
く
と
い
う
名
目
で
、
い
つ
の
世
に
も
通
用
す
る
高
度
の
「
正
し
い
生
き
方
」
を
称

揚
し
て
い
る
。

『
家
庭
雑
誌
』
を
舞
台
と
し
て
、
角
田
が
早
く
か
ら
「
俳
諧
堂
主
人
」
と
名
乗
っ
て
い
た
の

は
、
彼
が
芭
蕉
や
宗
Ç
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー

ン
氏
が
角
田
柳
作
の
文
学
観
に
占
め
る
芭
蕉
の
大
き
さ
を
証
言
し
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

か
ら
出
版
さ
れ
た
講
義
録
の
表
紙
に
は
、
角
田
の
自
筆
で
、

ふ
る
道
に
つ
も
る

木
の
葉
を
か
き
わ
け
て

と
記
さ
れ
て
い
る
。
改
行
の
関
係
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
れ
は
「
五
七
五
」
の
俳
句
で
あ
る
。

角
田
は
、
俳
句
の
形
式
で
、
古
代
精
神
史
か
ら
近
代
精
神
の
確
立
ま
で
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
提

示
し
て
い
る
の
だ
。
彼
は
、
本
当
に
俳
句
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
井
原
西
鶴
』
で
も
、

芭
蕉
の
蕉
風
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
推
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
本
名
の
「
柳
作
」
は
、「
川
柳
作
者
」
の
意
味
に
な

る
。「
緑
亭
主
人
」
と
い
う
筆
名
と
、
川
柳
の
宗
匠
で
あ
る
「
緑
亭
」
と
は
無
関
係
だ
と
本
論

の
最
初
で
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
角
田
柳
作
が
俳
句
の
中
で
も
特
に
滑
稽
で
教
訓
色
の
濃
い
川
柳

を
好
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

彼
の
『
家
庭
雑
誌
』
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
明
治
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
号
の
「
教
訓
の
発

句
」
で
あ
り
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
ふ
さ
わ
し
い
筆
名
と
し
て
、「
俳
諧
堂
主
人
」
と
い
う
も
の

が
考
案
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

あ
る
い
は
、
同
時
期
に
『
国
民
新
聞
』
（
民
友
社
）
に
い
た
、
同
姓
の
「
角
田
浩
々
歌
客
」

と
の
区
別
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
「
俳
諧
堂
主
人
」
と
い
う
筆
名
か
ら
「
緑
亭
主
人
」
へ
の
変
更
は
、
実
に
自
然
で
あ
る
。

「
緑
亭
」
と
は
、
川
柳
界
の
代
々
の
宗
匠
の
呼
称
で
あ
り
、
実
際
に
「
川
柳
」
に
つ
い
て
も
、

俳
諧
堂
主
人
は
『
国
民
新
聞
』
に
評
論
記
事
を
連
載
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

角
田
柳
作
が
『
家
庭
雑
誌
』
に
文
章
を
載
せ
る
た
め
に
採
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
う
一
つ

の
筆
名
の
「
欲
東
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
は
ま
だ
未
解
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
民
友
社

で
は
、
一
人
が
複
数
の
筆
名
を
駆
使
す
る
こ
と
は
通
常
で
あ
り
、
角
田
柳
作
に
い
く
つ
か
の
筆

名
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

も
し
、
わ
た
し
が
推
測
し
て
い
る
よ
う
に
、「
欲
東
＝
角
田
柳
作
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
理
由
と
し
て
角
田
柳
作
が
、『
国
民
之
友
』
の
英
字
版
『
極
東
』
の
校
正
係
だ
っ
た
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
キ
ョ
ク
ト
ウ
」
と
「
ヨ
ク
ト
ウ
」
の
発
音
は
、
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
欧

だ
け
で
な
く
、「
東
」
の
文
化
に
も
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
主
張
が
、
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。「
欲
東
」
名
義
の
エ
ッ
セ
イ
は
、『
家
庭
雑
誌
』
掲
載
の
日
本
古
典
文
学
の
読
書
案
内

に
限
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、「
角
田
柳
作
」
の
「
柳
」
が
「
緑
」
と
縁
語
で
あ
る
。
角
田
柳
作
は
、「
花
は
紅
、

柳
は
緑
」「
柳
緑
花
紅
」
と
い
う
諺
を
好
ん
だ
よ
う
で
、
彼
の
著
し
た
諸
書
に
何
度
も
見
え
る
。

何
よ
り
も
、
本
名
が
「
柳
」
作
だ
か
ら
、
筆
名
は
「
緑
」
亭
な
の
で
は
な
い
か
。
俳
諧
堂
主

人
の
名
前
で
、『
家
庭
雑
誌
』
に
「
緑
蔭
雑
話
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
も
い
る
。「
緑
蔭
」

は
、
柳
の
蔭
で
あ
り
、
西
行
法
師
の
名
歌
「
道
の
べ
に
清
水
流
る
る
柳
蔭
し
ば
し
と
て
こ
そ
立

ち
止
ま
り
つ
れ
」
す
ら
連
想
さ
せ
る
。

ま
た
、
「
角
田
柳
作
」
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
、
「
Ｒ
Ｔ
」
。
こ
れ
に
、
よ
く
あ
る
筆
名
の
「
生
」

を
足
す
と
、「
Ｒ
Ｔ
生
」。
少
し
発
音
を
変
え
る
と
、「
リ
ョ
ク
テ
イ
セ
イ
」
と
な
る
。

か
く
て
、
緑
亭
主
人
の
名
義
で
、
怒
濤
の
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
。
角
田
柳
作
が
個
人
的
に
最

も
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
西
行
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ

時
期
に
同
じ
著
者
名
で
、『
清
少
納
言
』
と
『
詩
人
西
行
』
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

『
詩
人
西
行
』
の
著
者
名
と
し
て
、
角
田
は
「
中
龍
児
」
と
い
う
一
回
き
り
の
筆
名
を
考
え
出

し
た
。

「
龍
」
が
「
柳
」
と
響
き
合
う
か
と
も
思
う
が
、
こ
の
筆
名
の
由
来
を
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
、「
紫
式
部
・
清
少
納
言
」
と
い
う
「
王
朝
女
性
陣
」
に
対
し
て
、「
西
行
・
雲
井
龍

雄
・
兼
好
法
師
」
と
い
う
乱
世
を
生
き
た
「
男
性
陣
」
の
人
物
評
伝
が
矢
継
ぎ
早
に
日
の
目
を

見
た
。

角
田
柳
作
の
単
行
本
だ
と
今
回
わ
た
し
が
推
定
し
た
作
品
群
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
『
早
稲

田
文
学
』
に
、
そ
の
書
名
が
見
え
る
。
こ
の
事
実
か
ら
推
し
て
、「
緑
亭
主
人
」
は
早
稲
田
出

身
者
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。『
早
稲
田
文
学
』
で
は
、
角
田
柳
作
の
著
書
は
概
し
て

好
評
だ
が
、『
雲
井
龍
雄
』
に
は
厳
し
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
読
み
応
え
が
な

い
失
敗
作
で
あ
る
。
角
田
柳
作
が
、
初
期
の
「
若
書
き
」「
濫
作
」
に
対
し
て
最
も
恥
の
意
識

を
持
っ
た
の
は
、
言
わ
れ
る
よ
う
な
『
井
原
西
鶴
』
で
は
な
く
て
、
こ
の
『
雲
井
龍
雄
』
だ
ろ

う
。『

兼
好
法
師
』
は
、『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
ば
か
り
の
水
谷
不
倒
の
徒
然
草
論
を

取
り
込
み
つ
つ
、
反
論
す
る
と
い
う
意
欲
作
で
あ
る
。『
早
稲
田
文
学
』
と
大
変
に
深
い
関
係

を
持
っ
て
い
た
の
が
、
緑
亭
主
人
な
の
だ
っ
た
。

『
井
原
西
鶴
』
は
、
角
田
柳
作
と
い
う
本
名
で
発
表
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
大
変
な
野
心
作
で

あ
る
。
狭
い
文
学
論
と
い
う
よ
り
も
、
文
化
論
・
宗
教
論
・
哲
学
論
で
あ
り
、「
文
学
」
の
限

界
を
見
据
え
た
「
日
本
論
」
な
い
し
「
人
生
論
」
で
す
ら
あ
る
。
こ
れ
で
、「
角
田
柳
作
」
の

「
古
典
文
学
評
論
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
完
結
し
た
。

『
井
原
西
鶴
』
の
み
を
本
名
に
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
彼
の
「
民
友
社
退
社
」
と
、
関
係
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
序
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た
幸
田
露
伴
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
井
原
西
鶴
の
最
初
の
研
究
書
が
出
た
こ
と
を
喜
ぶ
幸
田
露
伴
は
、

角
田
柳
作
が
井
原
西
鶴
の
人
間
性
を
痛
罵
し
て
い
る
本
文
を
読
ん
だ
ら
、
さ
ぞ
か
し
激
怒
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。『
六
合
雑
誌
』
で
酷
評
さ
れ
た
失
意
の
念
か
ら
角
田
柳
作
は
批
評
の
筆
を
折
っ

た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
ば
、

露
伴
の
不
興
を
買
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
汎
な
『
露
伴
全
集
』

を
当
た
っ
て
も
、
露
伴
が
角
田
柳
作
や
緑
亭
主
人
に
言
及
し
た
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
、

今
後
の
探
索
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

『
井
原
西
鶴
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」
名
義
の
単
行
本

に
は
な
い
、
大
胆
で
思
い
切
っ
た
思
想
史
的
叙
述
が
見
ら
れ
る
。
本
書
を
も
っ
て
、
民
友
社
に

お
け
る
「
古
典
人
物
評
伝
」
の
「
卒
業
作
」
と
し
た
い
と
い
う
覚
悟
が
う
か
が
わ
れ
る
。
外
部

要
因
が
な
く
て
も
、
お
そ
ら
く
角
田
柳
作
は
内
発
的
に
著
述
活
動
の
飽
和
点
に
達
し
、
筆
を
休

め
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

他
者
を
切
れ
ば
、
自
分
も
切
ら
れ
る
。
批
評
と
は
、
ま
さ
に
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。『
井
原
西

鶴
』
は
、
西
鶴
を
切
っ
た
返
す
刀
で
、
角
田
柳
作
の
魂
そ
の
も
の
も
鋭
く
切
り
裂
い
た
。
そ
う

い
う
、
痛
々
し
さ
が
滲
み
出
る
行
文
で
あ
る
。

そ
の
後
の
刊
行
で
あ
る
『
日
本
文
学
梗
概
』
で
は
、
本
名
も
筆
名
も
な
く
、
無
署
名
と
な
る
。

民
友
社
を
退
社
し
て
い
た
可
能
性
が
、
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
本
で
『
古
事
記
』
の
神
名
を
詳

し
く
列
挙
し
て
い
る
の
は
、
後
年
の
角
田
柳
作
の
古
代
思
想
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
だ

ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
わ
ず
か
一
年
間
の
執
筆
活
動
（
角
田
柳
作
の
満
十
九
歳
か
ら
二
十
歳
ま

で
）
で
、『
古
事
記
』
・
『
源
氏
物
語
』
・
『
枕
草
子
』
・
西
行
・
『
徒
然
草
』
・
西
鶴
・
幕

末
な
ど
の
「
思
想
史
」
が
、「
神
名
」「
人
名
」
の
連
続
体
と
し
て
、
歴
史
的
に
総
覧
さ
れ
た
。

こ
こ
ま
で
古
典
文
学
に
通
暁
し
た
角
田
柳
作
だ
か
ら
こ
そ
、
後
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の

講
義
が
可
能
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
優
秀
な
教
え
子
が
輩
出
し
た
の
も
、
こ
こ
に
最
大
の
理
由
が

あ
る
。

古
典
文
学
の
ほ
と
ん
ど
を
「
批
評
」
で
き
る
だ
け
の
素
地
と
実
績
を
、
既
に
二
十
歳
ま
で
に

成
し
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
角
田
柳
作
は
、
な
ぜ
か
過
去
を
封
印
し
て
し
ま
っ
た
。

自
分
が
過
去
に
書
い
た
内
容
を
強
く
否
定
し
た
『
書
斎
・
学
校
・
社
会
』
の
序
文
の
意
味
は
、

実
に
深
い
。

そ
し
て
、
角
田
柳
作
は
終
生
、
愛
弟
子
に
対
し
て
す
ら
、
自
分
の
華
々
し
か
っ
た
青
春
期
の

批
評
生
活
を
一
言
も
語
ら
な
か
っ
た
。
何
が
、
そ
こ
ま
で
徹
底
的
に
彼
の
青
春
を
封
印
さ
せ
た

の
か
。
さ
ま
ざ
ま
に
憶
測
は
可
能
だ
が
、
す
べ
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

９
　
お
わ
り
に

「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」
は
、
角
田
柳
作
の
筆
名
で
あ
る
。

角
田
柳
作
は
、
十
九
歳
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
、
『
紫
式
部
』
『
清
少
納
言
』
『
詩
人
西
行
』

『
雲
井
龍
雄
』『
兼
好
法
師
』『
井
原
西
鶴
』『
日
本
文
学
梗
概
』
の
七
冊
を
、
立
て
続
け
に
世
に

問
う
た
。
こ
の
う
ち
、『
井
原
西
鶴
』
以
外
の
六
冊
は
、
新
発
見
で
あ
る
。

そ
う
考
え
て
初
め
て
、
明
治
三
十
年
前
後
の
民
友
社
の
文
学
状
況
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、

角
田
柳
作
の
既
に
判
明
し
て
い
る
実
人
生
と
、
決
し
て
矛
盾
し
な
い
。

こ
の
事
実
を
、
数
々
の
著
書
の
表
現
を
論
ず
る
こ
と
で
証
明
し
て
き
た
。
厳
密
な
意
味
で
の

「
立
証
」
で
は
な
く
、「
仮
説
」
で
あ
る
の
が
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

159 緑亭生・緑亭主人は、角田柳作か─明治二十九年から三十年までの民友社の彗星─



今
後
、
新
資
料
が
出
て
く
れ
ば
、
仮
説
を
立
証
す
る
決
定
的
な
証
拠
と
出
会
え
る
可
能
性
は

あ
る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城
村
大
字
津
久
田
の
角
田
本
家
の
土
蔵
で
あ

ろ
う
。
角
田
柳
作
の
面
倒
を
見
た
長
兄
・
保
太
郎
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
調
査

の
機
会
に
は
ま
だ
恵
ま
れ
な
い
。

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
証
拠
物
件
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
わ
た
し
は
あ
る
程
度
は
満
足

し
て
い
る
。
文
学
者
に
と
っ
て
は
、「
表
現
が
す
べ
て
」
で
あ
る
。
そ
の
「
表
現
」
の
分
析
か

ら
、
わ
た
し
は
断
言
で
き
る
。

「
緑
亭
主
人
」「
緑
亭
生
」「
中
龍
児
」
は
、
角
田
柳
作
の
筆
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ

か
に
、
複
数
の
筆
名
を
駆
使
し
、
ま
た
無
署
名
の
記
事
も
量
産
し
、
角
田
柳
作
は
明
治
二
十
九

年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
の
民
友
社
を
疾
走
し
た
。
こ
の
疾
駆
の
果
て
に
、「
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
日
本
学
の
父
」
と
い
う
栄
誉
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
の
執
筆
に
関
し
て
、
東
京
大
学
付
属
総
合
図
書
館
、
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究

所
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
明
治
大
学
図
書
館
な
ど
に
は
、
多
大
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
島
内
景
二
の
勤
務
す
る
電
気
通
信
大
学
図
書
館
、
島
内
裕
子
の
勤
務
す
る
放

送
大
学
図
書
館
の
蔵
書
や
文
献
複
写
依
頼
も
、
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
角
田
柳
作
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
国
内
・
国
外
の
文
献
を
収
集
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。
関
係
各
位
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
図
書
と
雑
誌
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
文
学

部
の
大
久
保
孝
治
教
授
の
ご
紹
介
に
与
っ
た
。
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
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DISCOVERY  OF  SIX  BOOKS  BY  TSUNODA  RYUSAKU
Reconsideration of Minyusha Publishing in the 29th-30th period of the Meiji Era

Keiji  SHIMAUCHI

Abstract

Tsunoda Ryusaku (1877-1964) devoted himself over the latter half of his life to the research of

Japanese culture at Columbia University. He was also an exellent lecturer, and many outstanding

scholars of Japanese studies (e.g. Donald Keene and Herbert Norman) were inspired by his series

of lectures. Tsunoda is, therefore , renowned as " the father of Japanese studies in the USA".

It had been posited that Tsunoda's first publication was "Ihara Saikaku" ,  published on 30th May of

the Meiji era, by Minyusha Publishing. We discoverd, however, that earlier publications existed.  In

fact, he wrote many books and articles immediately following his graduation from Tokyo Senmon

Gakko (today's Waseda University) at the age of 19. The newly discoverd publications are as

follows:

Tsunoda wrote six books , under three pseudonyms, (i.e. Ryokutei Shujin, Ryokuteisei and Naka

Ryuji). They were published by Minyusha Publishing within a six-month period, between 29th

November and 30th April of the Meiji era.  The books are : (1)Murasakisikibu, (2)Seishonagon,

(3)Poet Saigyo, (4)Kumoi Tatsuo, (5)Kenko Hoshi and (6)@@@@.

Additionally, it is conceivable that Tsunoda wrote "The Summary of Japanese Literature"(Nihon

Bungaku Kougai) as well, though no auther is named on the book. Moreover, he anonymously

produced a great number of novels, critiques and essays for a newspaper, "Kokumin Shimbun", and

a magazine, "Katei Zasshi", published by Minyusha Publishing.

These findings are significant, because they shed light on the intellectual development of Tsunoda,

"the father of Japanese studies in the USA". It was revealed that his early publications, concerning

the authors of the Japanese literature from ancient times to the Meiji Restoration, contributed to

his further understanding of Japanese culture. It is particularly noteworthy that Tsunoda's early

publications demonstrated that he regarded Buddhism as the central core of the Japanese

historical spirit. This can be evidenced by the fact that he subsequently discussed this very issue in

his series of lectures at Columbia University. Our findings show that, using sophisticated language,

the young Tsunoda Ryusaku powerfully and convincingly argued that this Ancient spirit differently

affected the character of each Age.

キーワード　:  角田柳作、緑亭生、緑亭主人、中龍児、民友社、コロンビア大学、アメリカの日本学、
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